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巻頭言

歯科衛生士の役割と重要性

学院長　清水谷　公成

　2023年 6 月末の一般社団法人兵庫県歯科医師会の役員改選に伴い、新たに会長に就任された
橋本芳紀先生からご指名を受け、兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院学院長に着任いた
しました清水谷公成（しみずたに きみしげ）と申します。ちなみに創立以来、11代目の学院長
になります。浅学菲才な若輩者ですが、伝統ある本学院のさらなる発展のため微力ながら精進
してまいりたいと存じますので、ご指導、ご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
　本学院の歴史は兵庫県歯科医師会が1967年に歯科技工士養成校として開校し、 3 年後の
1970年に歯科衛生士養成のため、歯科衛生学科を併設したことに端を発します。兵庫県下で
最も伝統ある専門学校としてこれまでに約4,000名の卒業生を世に送り出してきました。
　一方、日本における歯科衛生士の歴史についても、少し触れてみたいと思います。歯科衛
生士という資格は、アメリカで1913年に誕生しました。
　1919年、アメリカに留学していた歯科医の岡田 満氏が、アメリカにそのような資格がある
ことを日本に伝えたことで、知られるようになりました。日本における歯科衛生士の始まり
と言っていいかもしれません。当時はまだ、国家資格として定められていたわけではなく、
民間の資格にすぎませんでした。また、どのような役割を担えば良いのかも、あいまいで
あったため、ニーズは決して高くなかったと言われています。そのため、現在では歯科衛生
士が担当する職務も、当時は歯科医が行っていたと伝えられています。日本における歯科衛
生士は、1948年に制定された歯科衛生士法に基づく国家資格となっています。
　当時歯科衛生士の役割は、歯と口腔内の健康を守ることであり、公衆衛生の向上への貢献
が期待されていました。1955年になると、歯科衛生士の役割に、（それまでは歯石を除去して
歯周病を予防するといった口腔内ケアの業務などに限定されていましたが）歯科診療の補助
が追加されました。
　そのことが、保健所勤務にとどまらず、歯科が職域となるなど、歯科衛生士の活動の幅を
広げることになりました。また、年代を経るにつれ、歯磨きの大切さや食生活のあり方を伝
える役割も担うようになり、1989年には、歯科保健指導が追加され、歯科衛生士の重要性は
さらに大きくなります。このように歯科衛生士に、求められてきたのは『歯と口腔内の健康
を守ること』だと思います。
　また、公衆衛生の向上のためには予防措置をいかに講じるかが大切であり、その指導もま
た、歯科衛生士の仕事として認められるようになっていったのです。今日、予防への意識が
高まり、そのために歯科に通う人も増えています。
　口腔内のバランスを保ち、歯や歯ぐきを健康に保つことは、歯周病やむし歯などの口腔トラ
ブルを予防する上で欠かせません。最近の研究では、口腔の状態が心臓病や糖尿病、呼吸器疾
患などの全身疾患との関連性も指摘されています。歯と口腔の健康を維持するということは、
全身の健康をサポートする重要な要素なのです。歯科衛生士の仕事は、より一層重要性を増し
てきたのです。本学院の皆さんにもますます期待がかかっているということなのです。
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歯科衛生士の業務の拡大とそこに求められるもの

（一社）兵庫県歯科医師会
会　長　橋本　芳紀

　歯・口腔の健康は、「自分の歯でおいしく食べる」、「楽しく会話する」など、健康で生き生
きとした生活を送るための基本となります。また、兵庫県「歯及び口腔の健康づくり推進条
例」や政府の「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）」に見られるように、口腔の健
康が全身の健康や健康寿命の延伸につながり、一人ひとりの健康に寄与できることが広く認
められるようになっています。私たち歯科医療関係者はこのような機運の高まりを受け、よ
り一層日々の診療や歯科保健啓発活動を通じ人々の QOL の向上に努めなければなりません。
　歯科衛生士は、従来、専門性の高い知識・技術のもと診療所内で歯科医師を中心とした
「チーム医療」の一員として、歯科医師の診療を補助しつつその指示を受けて歯科治療の一
部を担当し、う蝕や歯周病を予防するための処置や長期の管理を行ってきました。それは最
も基本的な歯科衛生士の仕事なのですが、最近は生涯を通じて歯の健康づくりや口腔ケアを
支援するため、活躍の場は学校や保健所そして介護老人保健施設、居宅など、地域にも大き
く広がってきています。また病院においては一般歯科治療や口腔外科治療の補助だけでな
く、周術期などの口腔機能管理を担うようになっています。
　歯科保健指導は、幼児期から高年期までの各ライフステージにおいて、また健康な人、病
気や障がいのある人など、すべての人に必要な支援です。その中で、歯磨き指導を中心とし
た口腔清掃指導は、セルフケアのスキルアップを専門的に支援する大切な仕事であり、寝た
きり者や要介護者などに対する訪問口腔ケアも重視されています。さらに、最近では、高齢
者や要介護者のための摂食・嚥下機能訓練も新たな分野として注目されています。
　このように歯科衛生士の仕事は拡大し、活躍の場が広がっていることから、日々の勉強や
技術の習得が必要であることはいうまでもありません。同時に忘れてはならないのは、患者
さんとのコミュニケーションを大切にし、寄り添う気持ちや優しい気持ちを置き去りにしな
いということではないでしょうか。どうしても技術や知識に目が向きがちですが、そのよう
な気持ちを持たなければ、歯科衛生士だけでなく私たち歯科医療関係者ひいては医療関係者
の仕事は成り立たないのではないかと思っています。科学的な根拠のある事柄を易しく説明
をすること、確実な手技を丁寧に行うこと、患者さんの不安を取り除き納得し満足して帰っ
ていただくこと。日々の忙しい業務の中で、この当たり前のことを忘れないことが私たち歯
科医療関係者には必要なのではないでしょうか。
　診療所で、また地域でますます重要視され期待される歯科衛生士として、存分に活躍され
ることを願っています。
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今後の兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院の在り方について

（一社)兵庫県歯科医師会
理　事　前田　多津子

　昨年令和 5 年、橋本会長より兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院の理事を拝命いた
しました。
　今まで兵庫県歯科医師会では、学校歯科・財務を担当させていただきましたが学院の担当
は初めての事なので、いささか戸惑っております。しかし、学校歯科・財務の経験は、今後
学院の理事として大いに役に立つと考えております。今期、本学院は、兵庫県歯科医師会の
会館建設問題や少子化問題など大きな課題を抱えております。今後の本学院の在り方を模索
し、方向性を清水谷学院長のもと運営協議会の先生方と決断していかなければならないと考
えております。問題点の中でも少子化による高校卒業生の人口の減少は著しく、令和 6 年は
ここ数年の中では最低人数になると予想されております。令和 7 年からは少しは増加が見込
めるそうですが、 5 年後には令和 6 年度と同じぐらいの人数となりそれ以降は減少の一途を
たどるということです。反面、歯科界における歯科衛生士の需要は年々多くなり、歯科衛生
士不足は多くの先生方を悩ませる問題となっております。ここ数年、歯科衛生士を育成する
専門学校は神戸市を中心に多数設立されております。それに反して高校卒業者人数は減少の
一途をたどっていっているのが現状となっております。令和 7 年度からは、本学院も男女共
学となります。今後の歯科衛生士の育成に関しては既卒者を視野に入れ、できるだけ多くの
歯科衛生士の育成を目指していきたく思います。なかでも、安定した仕事を必要としている
女性たちに資格を取っていただきたいと考えております。
　以前、学校歯科を担当していて本当に悩ましい問題であったのは、多くのむし歯を持って
いる子供たちの問題です。
　近年、ほとんどの小学生・中学生は、むし歯の数が減少してきております。歯科健診でも多く
の児童たちはむし歯がない状態なのですが、わずか数人の児童に多くのむし歯が見受けられます｡
　新聞でも口腔崩壊児と評されておりましたが、やはり母子家庭の児童が多く、学校での
フッ化物洗口を始めてもらいたいと現在も学校歯科では教育委員会に交渉しております。
　一方母子家庭の児童になぜむし歯が多いのでしょうか？
　母子家庭の貧困によるものが大きな要因と考えられております。
　夫婦世帯の子育て時間に比して母子家庭の子育て時間が圧倒的に少なく、いわゆる時間の
貧困によるものも大きく影響していると考えられております。
　内閣府研究室の大石亜希子先生の報告書によれば母子家庭の貧困の原因は時間当たりの賃
金が低い（これは女性共通）、非正規労働者が多い、年数が経過しても収入は増えない、養育
費支払いの不調などが挙げられております。この問題を少しでも解決するには、母子家庭の
母親の安定した雇用が必要と考えます。
　歯科衛生士は看護師と違い、夜勤もなく安定した勤務体系であり、また現在歯科衛生士不
足でありますから、より条件のいい勤務体系の歯科医院を選ぶことができます。母子家庭に
は自立するための支援金や高等教育訓練促進給付金など多くの支援事業があります。
　これらの支援事業を利用し、少しでも多くの母子家庭のお母さま方に歯科衛生士になって
いただくための道筋を整え、受け入れてまいりたいと考えております。また、授業を受ける
際の、子育て中のお母さまへの配慮も整えようと考えております。
　今後本学院は、資格を取る為に頑張ろうと考えている色々な世代の受け入れに力を注ぎ、
多くの歯科衛生士を育成してまいりたいと考えております。
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茶髪や金髪は歯科衛生士を目指す学生として相応しいか!?

副学院長・学科長　大矢　卓志

　これまで約10年間本学副学院長（副校長）を務めさせていただきましたが、この度併せて
学科長を仰せつかりました大矢でございます。素より甚だ浅学菲才の身ではございますが、
これまでの経験の全てを活かし、本学のため、学生の皆さんのため、尽力してまいる所存で
す。何卒宜しくお願い申し上げます。
　さて、よく学生の皆さん曰く、「本学の学則は厳しすぎる⁈」とのことですが、果たしてそ
うでしょうか？多くの卒業生・皆さんの先輩方は仰っていますよ。「学生時代は色々と注意さ
れて面白くなかったが、卒業して働き出してからその有難味が身に染みる」と。学則やカリ
キュラムなどで、学生の皆さんにとって不必要なものは何一つありません。全てが、皆さん
にとって不可欠であったり、良かれと考えたりしているものばかりです。
　学生の皆さんが将来就業の場とする歯科医院は、医療施設全般の中でも、小さなお子さん
（乳幼児）から高齢者（100歳を超える方）まで、実に幅広い世代の人々が訪れることが一
般的な特徴とされます。学生の皆さんは、そのような特徴を有する歯科医院で、多くの人々
（患者さん）に、初対面で瞬時にして心を開いていただかなくてはなりません。間違って
も、「この人で大丈夫？」とか「こんな人イヤ！」などとの感情を抱かせてしまっては、その
時点で専門職としての土俵にすら上がることはできません。
　良し悪しは別として、人にはそれぞれの世代で、共有する肌感覚であったり常識や規範と
いったものであったりが存在します。例えば、私が幼い頃、日本女性が茶髪や金髪でサッ
カーボールを蹴り上げることなど、世間一般ではまず考えられないことでした。だから、
今では普通に為されていることに対しても、ある人にとってはその人のごく自然な感情とし
て、どうしても違和感や不快感、嫌悪感すら覚えてしまうケースも実際あり得るのです。
　先の例は極端としても、日常生活の全般において、自身の在り様が他人にどう映るかは、
極めて多面的です。このことを、あらゆる世代に寄り添い支える歯科衛生士を目指す学生の
皆さんには、特に肝に銘じておいていただきたいと思います。
　さまざまな悩みを抱え、いわばすがるような思いで不特定多数の患者さんが訪れる歯科医
院において、初対面で接する歯科衛生士の身だしなみや立ち居振る舞い、挨拶や笑顔がどれ
ほど大切か。いくら強調してもしすぎることはありません。学則や規則などはあらゆるケー
スを想定し、その最大公約数をカバーするよう配慮しています。本学が「あなたなら大丈
夫！」と入学を許可した学生の皆さんなら、一人残らず理解できるはずです。
　逆に、身だしなみや立ち居振る舞い、挨拶や笑顔の大切さを素直に、謙虚に理解すること
さえできれば、山あり谷ありの厳しい 3 年課程ではありますが、必ずややり遂げることがで
きるでしょう。そして、縷々述べた意味で皆さんが首尾よく“歯科衛生士業”をこなすこと
ができれば、それは皆さんが一流の女性たり得る道にも通ずるものと私は考えます。
　「決めて良かった！歯科衛生士」、「決めて良かった！兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生
士学院」
　皆さん自身ですら未だ気づいてはいない大きな可能性に期待しています。頑張りましょう！
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副学院長に就任して思う事

副学院長　荻田　雄紀

　2023年 7 月から本校副学院長に就任しました荻田です。
　私は神戸市立こうべ市歯科センターという障がい者の治療を主体とした口腔保健センター
で17年間障がい者の治療に従事、現在も定期的に出務診療を行っています。神戸市立こうべ
市歯科センターでは障がい者の治療だけでなく、学生実習や障がい者施設への歯科健診や口
腔保健指導など地域における口腔保健センターとしてのさまざまな役割を担っています。そ
こで働いている歯科衛生士さんの活躍には、いつも頭が下がるばかりです。勿論、そこでは
本学出身の歯科衛生士さんも働いており、皆さん大変活躍しています。今回本学の副学院長
に就任して、あらためて、本学に関する説明を受けました。既に学生の皆さんや卒業生の皆
さんはご存知と思いますが、本学は兵庫県歯科医師会が運営している県下唯一の歯科衛生士
学校になります。また県下の中では最も歴史が古く、それだけ卒業された歯科衛生士数も多
いので、現在在籍されている学生の皆さんにとっては、無事国家試験に合格して歯科衛生士
の資格を取得した後に相談できるたくさんの諸先輩方がいるという事は心強い限りではない
でしょうか。近年の就業歯科衛生士人数は 現在出ている統計年数にバラつきがありますが、
令和 2 年度調査の時点で142,760人となり、国家試験に合格した新しい歯科衛生士の数は年々
増加しています。ただ、残念なことに平成29年の歯科衛生士名簿登録者数は283,032人と令
和 2 年度の就業歯科衛生士人数と比べても離職率の高い現状がデータから分かります。離職
原因では結婚・出産・育児などの生活の変化、その他、さまざまな原因が考えられますが、
既に卒業された歯科衛生士の皆さん、そして、今現在、国家試験を目指して頑張っている学
生の皆さん、歯科衛生士という職業は、人々の歯・口腔の健康づくりをサポートする国家資
格の専門職であり、①歯の予防処置②歯科診療の補助③歯科保健指導、が主な業務内容とし
て法律で定められています。また近年では、「歯・口腔の健康と全身の健康の関係」にも注
目され、ますます歯科衛生士の役割に対する関心度が高まっています。歯科衛生士の活動の
場は、歯科診療所や病院が中心ですが、生涯を通じて歯の健康づくりや口腔ケアを支援する
ため、保育所・幼稚園・学校・保健所・市町村保健センター・企業・そして介護老人保健施
設・居宅など、地域にも大きく広がってます。そのため、歯科衛生士を一生の仕事としてラ
イフワークにする人も増えており、国家資格を持つことで、結婚、出産などによる一時的に
離職したとしても、再就職に有利な職種でもあり、非常にニーズが高く、経験を重ねる事に
よってキャリアアップができますので、活動の場も広がり、ご自身の将来的な展望も広げる
事の可能な職種だと思います。ですから、本学で頑張って勉強した 3 年間は必ず自分自身の
人生にプラスになりますので、皆さん、これからもご自身の職業に誇りを持って活躍して下
さい。
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副学院長就任によせて

副学院長　西田　真也

　この度、兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院の副学院長を仰せつかりました。ここ
に就任のあいさつという原稿の依頼を受けて、はや数ヶ月近くが経とうとしています。この
間はじめて本学の運営などにかかわってきて思ったこと、気になったこと、言いたいことな
どを徒然なるままに書かせていただこうと思います。
　私の家内は現在歯科衛生士として一緒に仕事をしていますが、何を隠そうつい 4 年前に本
学を卒業したとこです。もともとは看護師をしていたのですが結婚して歯科医院をしっかり
手伝いたいということで歯科衛生士になってくれました。 3 年間娘と同じ年齢の生徒さんた
ちと学生生活を送るのは、なにかと気苦労が多かったと思います。そして実際にそばで見て
いて歯科衛生士になるための勉強、実習の質、量の大変さに驚きました。
　いま、本学で一生懸命学んでる生徒さんたちにも毎日の講義、実習をがんばってる話を教
員の方から伺うにつけ、生徒さんにはより快適に、学校生活を過ごしてもらえるように微力
ながらアイデアを出してより良い学校にしていきたいと思っています。本学は伝統と優秀な
教員、国試合格率を誇りますが、一方で他の歯科衛生士養成学校と比べて決定的なマイナス
点として（あくまで私見です…）福利厚生施設、特に食堂もしくは購買部がないことが挙げ
られます。卒業生のみなさんもお弁当を持参したり、短い昼休み時間に実習着を着替えてコ
ンビニに走ったりなどご苦労があったのではないでしょうか？今から食堂を作ることは実際
問題として無理だと思いますが、お弁当などの販売などは検討してはと思います。また、将
来歯科医師会館を建て替える際には、食堂とまでは言いませんが、本学学生、職員さんも利
用できる購買部を設置してお弁当などの販売をしてもらえればと思います。
　年々、18歳人口は減少傾向にある一方、競合する歯科衛生士養成学校が、ここ数年立て続
けに開校しました。その影響で本学も生徒数の減少が深刻な問題となっています。いろいろ
策は練っていますが、今後の見通しも不透明な部分が多いのが事実です。その対策の一つと
して学校生活を少しでも快適になるよう、ランチ難民解消もみんなで考えていきたい一つの
課題ではと思っています。卒業生の先輩方にも実体験にもとづいたご意見、ご提案をいただ
ければと思います。
　また、次年度以降神戸看護専門学校と提携してより専門的な教育、実習を相互で行ってい
く準備をしています。今後、多職種連携の重要性が高まっていくなか、より実践に即した実
習が可能になると期待しています。
　国民皆歯科健診が現実味を帯びてきた今日、歯科衛生士の活躍の場はますます広がってい
くと考えられます。人数もまだまだ足りていないのが現状です。在校生のみなさんには、学
校でしっかり学び、卒業後は即戦力となる立派な歯科衛生士さんになっていただきたいと
思っています。そのためにも、微力ながらお手伝いをしていければと思っています。
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COVID-19 感染症　 5 類移行を経て

教務副主任　肥塚　美奈子

　世界中を翻弄し続けた COVID-19 感染症も2023年 5 月 8 日、わが国でも遂に感染症法上の
位置付けが「新型インフルエンザ等感染症（ 2 類相当）」から 5 類感染症になりました。感
染症法では、感染症について感染力や感染した場合の重篤性などを総合的に勘案した上で 1
～ 5 類等に分類し、感染拡大を防止するために行政が講ずることができる対策が定められて
おり、今回 COVID-19 感染症が 5 類へ移行したことにより法律に基づき行政がさまざまな要
請・関与をしていく仕組みから、個人の選択を尊重し、国民の自主的な取組をベースとした
対応に変わりました。（厚生労働省　健康・医療　HP より引用）
　これにより、自ら考え行動できる社会生活を取り戻し始めました。あれ程耳にしていた
「ソーシャルディスタンス・ 3 密・クラスター・濃厚接触」といった言葉は、「with コロ
ナ・after コロナ・post コロナ」へとフェーズチェンジし、未知のウイルスを恐れるあまり
人との距離を取ることばかり考え消極的になっていた生活から、共存することを目指し積極
的な生活へと変化しています。このような中、コロナ禍真っ只中に高校時代を過ごした学生
たちといえば、最も身近な友人同士とのコミュニケーションを日々繰り返し、心身の成長に
必要なさまざまな経験をする場が減少したことから、不安を抱きながらもスクールライフで
の会話やふれあいの楽しさ・喜びを再認識しているようです。歯科衛生士を目指すという同
じ目標を持ち、共に学ぶ仲間の存在は大きく、今、「感情のコミュニケーション能力」を高
め、培っています。これは歯科衛生士となり、患者様への優しさや思いやりなどへ繋がるも
のだと今後のスクールライフの様子が私たちも楽しみです。
　さて現在、臨地臨床実習に大きな影響を受けるようなケースは減少しました。各実習先の
ルールを遵守することで、病院の歯科口腔外科では直接介助をさせていただき、病棟への周
術期の口腔ケアに同行させていただけるようになり、開業医院では、診療補助や予防処置に
加え訪問診療へ同行させていただけるようにもなりました。そして、最も難しかった高齢者
施設での臨地実習の受け入れはほぼコロナ前の状況に戻りました。これも学生教育に対し、
十分にご理解いただいている関係者の皆様がたのご協力があってこそだと改めて感謝申し上
げます。
　最後に現在本学院は、多職種連携を担う歯科衛生士の養成が急務とされる中、歴史と伝統
を守るだけでなく、大変革を要する厳しい状況を迎えています。ますます兵庫県歯科医師会
の会員の先生がたにご指導ご鞭撻を賜り、この苦境を乗り越え、再び活気を取り戻せるよ
う教員一丸となり努力してまいりたいと思います。同時に本学院を長きに渡り支え守ってく
ださった小村教務主任が令和 6 年 3 月で定年退職を迎えられます。バトンを受け取る者とし
て、これまで多くを学び、溢れる愛情の中、共に歩みを進められたことに感謝し、新たな決
意を持って邁進したいと思います。そして「兵歯」というバトンを次へ渡せるよう努めてま
いりたいと思います。
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＊兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院　学院長

＜学術論文＞

口腔癌に対する放射線治療

＊清水谷　公成

1 ．はじめに
　口腔癌患者に関しては根治性、形態及び機能
温存を目的に放射線治療が第一選択される場合
があります。
　一方、口腔癌の治療方針は、主に原発巣の発
生部位、大きさ、進展度、頸部リンパ節転移あ
るいは遠隔転移の有無によって決定されます。
従来は多くの患者に対して手術が主体として行
われてきました。その理由は形態・機能温存よ
りも根治性に重きが置かれたからです。しかし
ながら、口腔器官は咀嚼、嚥下及び会話など
の重要な機能を果たすため、QOL（Quality of 
Life）の観点からも放射線治療の役割は極めて
大きいと考えます。したがって、放射線治療の
適応と限界を正確に把握し、集学的治療の中で
も重要な役割を演じていることを知る必要があ
ります。

2 ．口腔癌に対する放射線治療
　放射線治療における照射技術は主に外部照
射（External radiation）と密封小線源治療と
呼ばれる組織内照射（Interstitial radiation or 
Interstitial brachytherapy）に大別されます。外
部照射の場合は 4 MV のＸ線または 6 ～ 9 MeV 
の電子線が利用され、組織内照射には192 Ir や
198 Au などの核種（放射線同位元素）が主に利
用されます。
　外部照射は 1 回 2 Gy（グレイ）、週 5 回で、
総線量30Gy/15回/ 3 週間～40Gy/20回/ 4 週間
を目標として投与されます。この場合、照射野
にしたがって治療が行われるため、個別化した
頭部固定用シェルが作製されます。
　これら30～40Gy の線量によって照射野内
の粘膜は急性炎症が強度に出現しますが、同
時に腫瘍縮小も顕著なため高い完全緩解率
（complete response rate：CR 率）が得られ
ます。完全緩解率とは肉眼的所見及び触診に
よって臨床的に腫瘍が完全消失した場合を指し
ます。たとえ不完全緩解（partial response：

要　約
　口腔癌治療に関しては根治性、形態及び機能温存を目的に放射線治療が第一選択
される場合があります。口腔器官は咀嚼、嚥下、会話などの重要な機能を果たすた
め、QOL（Quality of Life）の観点からも口腔癌に対する放射線治療の役割は極めて
大きいと考えます。したがって、口腔癌患者に対応するためには、放射線治療の適
応と限界を正確に把握しておく必要があります。そこで今回、放射線照射が奏効し
た口腔癌症例を取り上げて紹介します。

キ－ワ－ド　口腔癌／放射線治療／組織内照射
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PR）であったとしても、50％以上の腫瘍縮小
が得られています。
　化学療法としては bleomycin、peplomycin 
などの抗癌剤が主に利用され、放射線と同時併
用されるようになりました。この抗癌剤は放射
線効果を増強し、放射線治療の治癒率を高めま
す。例えば、照射前30分に peplomycin 10㎎を
静注し、週 2 回投与で総量40㎎程度を放射線と
同時併用します。この化学療法併用外部照射に
よる初期治療をわれわれは導入療法と命名しま
したが、この導入療法後に CR と判断された例
（25例）の10年局所制御率は90％、PR 例（26
例）のそれは70％と好成績を得ています 1,2)。
　以下に、外部照射が奏効した口腔癌症例を供
覧します（図 1～図 5）。
症例 1（図 1 ）：上顎歯肉癌、64歳、男性、扁

平上皮癌、T4N0M0。
治療経過：初期治療として外部照射48Gy/24回と

抗癌剤の 5 Fu 2,000㎎が同時併用されました。
治療後 2 年 7 ヶ月時点で再発を認めたため、
198 Au グレイン粒状線源 8 個（83Gy）が永久刺
入されました。その後の経過は良好で，初期
治療から 7 年 3 ヶ月の生存を確認しています。

図 1

症例 2（図 2 ）：下顎歯肉癌、77歳、男性、扁
平上皮癌、T4N1M0。

治療経過：導入療法として外部照射56Gy/28回
と抗癌剤の peplomycin 35㎎/ 7 回静注が同
時併用されました。その後の経過は良好で、
導入療法から10年の生存を確認しています。

症例 3（図 3 ）：頬粘膜癌、63歳、女性、扁平
上皮癌、T2N0M0。

治療経過：導入療法として外部照射30Gy/15回
と抗癌剤の peplomycin 45㎎/ 9 回静注が同
時併用されました。その後の経過は良好で、
導入療法から 5 年の生存を確認しています。

症例 4（図 4 ）：口底癌、68歳、男性、扁平上
皮癌、T2N0M0。

治療経過：導入療法として外部照射30Gy/15回
と抗癌剤の peplomycin 45㎎/ 9 回静注が同
時併用されました。導入療法後 3 週時点で詰
めの治療としての198 Au グレイン粒状線源10
個（83Gy）が永久刺入されました。その後
の経過は良好で、導入療法から 5 年の生存を
確認しています。

図 2

図 3

図 4
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症例 5（図 5 ）：口唇癌、72歳、女性、扁平上
皮癌、T2N0M0。

治療経過：導入療法として外部照射40Gy/20回
と抗癌剤の peplomycin 40㎎/ 4 回静注が同
時併用されました。導入療法後 3 週時点で詰
めの治療として外科的処置が行われました。
その後の経過は良好で、導入療法から 9 年
3 ヶ月の生存を確認しています。

線量率組織内照射）の有用性は高く 3)優れた治
療法であると思われます。（図 7）

　密封小線源治療（高線量率組織内照射）で治
療された舌癌症例を供覧します。
症例 6（図 6 ）：舌癌、68歳、男性、扁平上皮

癌、T2N0M0、手術拒否例。
治療経過：高線量率組織内照射60Gy/10回/ 8

日間が投与されました。初期治療から 4 年
11ヶ月再発傾向なく経過良好です。

3 ．まとめ
　口腔癌においては、腫瘍形態が表在型、外向
型の初期（stageＩ）及び早期（stageⅡ）歯肉
癌や頬粘膜癌に対するぺプロマイシン併用放射
線治療の効果は高く、一方、舌癌に対しては密
封小線源治療（高線量率組織内照射あるいは低

背景：文中の症例はすべて大阪歯科大学附属病
院の症例です。大阪歯科大学附属病院におけ
る口腔癌患者の多くは大阪大学医学部附属病
院（以下、阪大病院と略す）・放射線科との共
同研究ということもあって、大半は放射線治
療が主軸に行われており、放射線治療単独あ
るいは抗癌剤併用で功を奏した患者が数多く
蓄積されてきました。大阪歯科大学と阪大病
院との連携は1972年にさかのぼり、2014年時点
（2014年でスキップ）までで42年の歴史があり
ます。阪大病院では外部照射において強度変調
放射線治療（IMRT）装置が導入され、Ｘ線に
強弱をつけて、しかも腫瘍（標的）の形状に合
わせてさまざまな方向からピンポイントで照射
でき、総線量が66Gy～70Gy 相当まで上げられ
て治療されています。したがって、文中の症例
は古い時代の症例（1983年～2000年）で治療方
針において最近の症例とは違いがあります｡

引用文献
1 ）清水谷公成（2000）：口腔機能温存の面か

らみた放射線療法、歯科医学、63巻、 3 号、
227－231

2 ）清水谷公成（2006）：口腔癌の放射線治療
－形態と機能温存を目指して－、日本歯科医
師会雑誌、59巻、 6 号、33－44

3 ）清水谷公成（2019）：舌癌に対する低線量
率組織内照射および高線量率組織内照射、歯
科放射線、59巻、 2 号、66－74
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＜歯科衛生士会＞

コロナ禍の 3 年間と
これからの歯科衛生士に求められること

＊高橋　千鶴

　令和 2 年から新型コロナウイルス感染症の影
響が 3 年続き、今年 5 月に「 5 類感染症」にな
りましたが、変異株や季節外れのインフルエン
ザの新たな波の兆しが気になるところです。
　この間の歯科衛生士養成機関では、卒業式や
入学式への来賓の招待は見合わせておられまし
たが、令和 5 年 3 月11日には、「51回生卒業証
書授与式」にご招待を受けました。卒業生とご
家族の方々、先生方や関係者の方々は、これま
でに経験をしたことのないこの厳しい 3 年間を
乗り越えてこられた強さや卒業生を送り出す安
堵感を感じました。何よりも卒業生の艶やかで
眩しくはつらつとした姿は、社会人になる自信
に溢れ頼もしさを感じました。
　また、 4 月10日の入学式にもご招待を受けま
した。この間の卒業生と新入生との姿に、学院
の先生方の専門職を育てる熱い思いや教育力の
強さを知ることができました。新入生は、コロ
ナ禍の 3 年間を高校で学び厳しい状況を乗り越
えて入学し学生生活が始まり半年が過ぎました。
今から 3 年後の卒業証書授与式が楽しみです。
　本会の 3 年間は、念願であった県下のどの地
域に居住していても研修会を受けることができ
る配信を整備しました。結果、令和 4 年度の日
本歯科衛生士会の第 5 次研修制度の研修会開催
回数は、全国の都道府県会のうち最も多い回数
となり、修了者も最も多い人数となりました。
また、歯科衛生士がキャリアを積み重ねて一生

働き続けることを支援するシステムとして、
兵庫県から委託されて「兵庫県歯科衛生士セン
ター」を全国に先駆けて創設し 3 年間の活動を
報告書としてまとめました。
　令和 4 年度は、新たに兵庫県から委託され
「歯科衛生士のための認知症対応力向上研修
会」を実施し、「歯科診療所・地域包括支援セ
ンターにおける認知症対応調査および事例集」
の報告書を作成し、県市町関係機関や医療職団
体に配付しました。
　さらに、この 3 年間に職能団体として職域の
強化を目指したセミナーを開催しました。今年
度も職域分野別のブラッシュアップセミナーを
3 月に開催します。それぞれの職域分野を拡大
し深化していくことが個人のスキルアップにつ
ながります。
　その成果は、第10回を迎えた兵庫県歯科衛生
士会学術フォーラムの歯科衛生学術研究会にお
いて、就業歯科衛生士や歯科衛生士養成機関の
学生会員が発表する場を設けています。
　来年は、医療界にとって重要な年になると言
われています。診療報酬、介護報酬、障がい福
祉サービス等報酬改定が行われ、医療計画、介
護保険事業計画、健康増進計画などが改訂さ
れ、医療現場の働く環境整備なども取り上げら
れようとしています。
　また、国民皆歯科健診に向けた動きも具体的
になってきました。
　歯科衛生士を取り巻く状況は刻々と変化して
います。想定外のことが発生した時にも、学校
での基本的な学びを基礎として、常に最新の情
報を得た上で柔軟な対応力が求められています。

＊（公社）兵庫県歯科衛生士会　会長
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＜むつみ会＞

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院同窓会
「むつみ会」活動報告

＊竹内　知恵

　兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院の
皆さまにおかれましては、同窓会むつみ会の活
動への多大なるご支援、お力添えをいただき厚
くお礼申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症が感染症法上の
「 2 類」から「 5 類」に引き下げられて半年が
経とうとしています。少しずつ日常が戻りつつ
ある中、私たち同窓会むつみ会も、 4 年振りに
総会と研修会を開催致しました。
　今回は本学院卒業生の西井美佳さんを講師に
お招きして「安全な口腔衛生管理を行うための
テクニック～座位患者の口腔衛生管理～」とい
う演題で講演していただきました。
　神戸大学医学部附属病院では、近年がん治療
を受けられている患者において、周術期に包括
的な周術期等口腔衛生管理が行われています。
病院でがん治療を受け、退院後も継続した口腔 
管理を行うためにかかりつけ歯科医院へ通院さ
れるケースは多くあり、口腔がんや頭頸部がん
の治療後の患者では、口腔内や咽頭に術後の変
化などで、嚥下障害を抱えて退院される事も少
なくないそうです。またがん患者だけでなく、高
齢患者などでも、誤嚥のリスクのある患者が来院
されるケースがあり、そのような誤嚥のリスクの
ある患者全般に安心安全な口腔管理が必要です。

以前より嚥下に問題があり水平位での口腔衛生
管理が難しい患者は、歯科ユニットを倒すこと
なく、患者は座位、術者は立位の状態でのス
ケーリングなどを実施しているそうです。患者
の体位、術者の位置、バキュームの位置など工
夫し、通常の水平位でのやり方とは違い、でき
るだけ口腔内に唾液や水を溜めないよう注意を
払い口腔衛生管理を行っているそうです。今回
は患者が座位で口腔衛生管理を行う実際の光景な
どを含めた具体的な口腔衛生管理の方法について
スライドを用いながらお話していただきました。
　当日は66名の方がご参加くださり、実り多き
研修会になったと思います。
　研修会後のアンケート結果では、
・研修会は分かりやすかった（51名）
・明日からの診療にいかせそう（45名）
など嬉しい結果となっています。
　これからも会員の皆さんに喜んでいただける
研修会を開催していきたいと思っています。
　最後になりましたが、今後とも同窓会むつみ
会への変わらぬご支援とご協力を賜りますよう 
心よりお願い申し上げます。

＊むつみ会　会長
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高齢者歯科学を担当するにあたり

高齢者歯科学担当　砂治　国隆

　この度、令和 5 年度より前任の駒井 正先生
から高齢者歯科学を担当することになりました
砂治国隆です。
　私は兵庫県の北西部で氷ノ山のふもとの山間
地、養父市大屋町の国民健康保険歯科診療所に
勤務しています。養父市は過疎化が進み、人口
約 2 万 5 千人で高齢化率は40.9%、診療所のある
地域は45%を超えています。以前鉱山のあった
明延地区という所は高齢化率が70%を超えていま
す。市内でも限界集落といわれる所も増えてい
ます。当然高齢者が多いわけですから、高齢者
とは常に付き合っていることになります。こう
いう場所なので、診療所に通っていた患者さん
が、病気などで通院できなくなる方もたくさん
出てきます。そうなるとこちらから行くしかな
いかと、当然のことのように訪問歯科診療を行
うようになりました。平成になる前から始めま
したので、30年以上やっていることになります。
　私の地域だけではなく、現在、わが国の少子
高齢化はどんどん進んでおり高齢者とは離れて
考えることができなくなっています。高齢者の
大半の方が基礎疾患をかかえておられ、たくさ
んの服薬もされ、さらには認知症にり患されて
いる方も増えてきています。そこで、歯科治療
においてもそのようなことを踏まえて高齢者、
超高齢者の患者さんを診ていくことが要求され
ます。歯科衛生士さんにはまずは高齢者に多く
みられる病気や高齢者の特性を理解し、慎重か
つ丁寧に対応してほしいと思います。高齢者の
方は優しい対応がとっても喜ばれます。
　高齢者の方は8020運動により多くの歯が残っ

てきています。子供のう蝕はかなり減少しまし
たが、中年期以降のう蝕は増え続けています。
その結果、脳卒中などにより入院を余儀なくさ
れ、数ヶ月後、退院された時は口腔内のう蝕も
含め、悲惨な状況になっている方も多くみられ
るようになりました。退院時のカンファレンス
や食の支援など、多職種との連携がかなり重要
なことになってきます。さらには、フレイル、
オーラルフレイル、口腔機能低下症、摂食・咀
嚼・嚥下障害などの予防などもかなり最先端で
対応していかなければならなくなってきていま
す。歯科診療は「食べる」と、「しゃべる」を
支援することを念頭に置く必要があると思いま
す。それこそが口腔健康管理ではないでしょう
か。今後、都市部も含めた多くの地域で訪問歯
科診療も視野に置いて考えていかなければなら
ないでしょう。歯科衛生士さんも私は関係がな
いのではなく、どんどん地域に出て行って活躍
してほしいと思います。もし許されるなら郡部
の行政や診療所で働いてみませんか。地域との
かかわりは、すごく楽しいですよ！
　高齢化に伴い高齢者歯科はかなり注目される
ようになりました。そのようなことで前任者か
らお鉢が回ってきたと思われます。講義はその
ノウハウを生かしてお話しできればと思い資料
作りに頭を痛め、かなり戸惑っております。す
ぐにではなく歯科医療現場に出てから数年たっ
た頃、参考となることが多いかも知れません
が、無駄にはならないと思っています。あの時
そういえば話を聞いたなと思い出していただけ
れば幸いです。よろしくお願いいたします。

＜講師の抱負・紹介＞
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講義担当にあたって

臨床検査担当　大森　雄司

　この度、2023年 4 月より前任の川邊睦記先生
より引き継いで臨床検査の講義を担当させてい
ただくことになりました大森雄司です。
　現在は宝塚市立病院の歯科口腔外科で勤務
をしております。口腔外科で勤務、といわれ
てどんな仕事をしているのだろうか、あまり想
像ができない方が多いかもしれません。もしく
は親知らずの抜歯や外科手術、といったイメー
ジが強いかもしれません。確かに上記の仕事は
日々こなしています。ただ、実際に抜歯一つに
とってみても、何も考えずに歯を抜き続ける、
といったことはありません。模型相手に抜歯の
練習をするのであれば、ひたすら抜き続けるこ
とで手技は上達するでしょう。しかし相手は生
きている患者ですので、既往歴や内服している
薬、顎の形や歯の生え方、歯根の湾曲、下歯槽
管との位置関係、などそれぞれ患者一人一人背
景が違います。
　後期高齢社会がどんどん進んでいく中で、
2012年では、65歳以上1人に対し20～64歳は2.4
人の割合の「騎馬戦型社会」といわれるような
人口比率でしたが、2050年には「肩車型社会」
といわれるような65歳以上 1 人に対し、20～64
歳は1.2人とほぼ 1 対 1 の比率になるといわれ
ています。つまり、これからの患者の層も、 2
人に 1 人は65歳以上の患者を診察していくこと
になるのです。当然、全身疾患を多くもった患
者が多くなることが想定されます。大学病院だ
から全身疾患を持った患者が多く集まる、とい
うわけではなく一般の開業医でも患者が申告し
ないだけで多くの全身疾患を持っている可能性

もあります。歯医者であっても歯の知識だけで
なく、医学的な知識を身に着けておかないと患
者に対応できない時代になってきています。
「透析に週何回か通っている」「心臓の手術を
している、人工弁置換術というのをしたらし
い」「心臓にペースメーカーが入っているとい
われた」「骨粗鬆症で骨の薬を使っている、注
射をしているみたい」「抗がん剤の治療をして
いて大学病院に定期的に通院している」。この
ような患者に対しスケーリング、ほんとうにし
ていいの？口腔ケアはどのように指導しよう
か？血圧測定してっていわれたけど、どっちの
腕でもいいの？と考えることが多くなると思い
ます。
　患者の背景をしっかりと把握する上で、「問
診」は最初に行う患者との対面の上で非常に
大事になってきます。さらに「検査」という形
で患者の全身状態を相対的に評価します。画像
検査にてパノラマエックス線写真、デンタル、
CT、MRI などで病変部の特定を行う。採血検
査にて炎症反応や腎機能、肝機能、栄養状態な
どの評価を行う。病変がなにかを把握する上で
生検を行い、病理検査にて確定診断をする。全
身麻酔で処置が必要となれば肺機能や心電図検
査、胸部レントゲン写真などの評価も必要にな
ります。
　臨床検査の講義は検査値をたくさん覚えた
り、医学的な話も多く大変だと思いますが、こ
の講義で学んだ知識を是非、実際の臨床現場で
も活かしていただけますと幸いです。

＜講師の抱負・紹介＞
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歯科薬理学の講義を担当するにあたって

歯科薬理学担当　筧　　康正

　2023年度より、前任の榊原先生より引き継
ぎ、歯科薬理学の講義を担当させていただくこ
とになりました筧 康正と申します。
　大阪大学歯学部歯学科を卒業後、研修医とし
て神戸大学医学部附属病院の歯科口腔外科に入
局し、現在も神戸大学の口腔外科で主に口腔が
んを中心に診療しております。もちろん、抜歯
などの一般的な口腔外科手術やインプラント治
療にも携わっており、術後口腔がん患者の顎義
歯なども作成しています。
　最近の趣味はというと、休みの日に神社・仏
閣に訪れ、御朱印を集めています。神聖な空気
に触れると、日常を忘れられ、リラックスでき
るのでおすすめです。あと、町中華巡りにもは
まっており、下町の雰囲気がお気に入りです。
　さて、私の担当させていただいている、歯科
薬理学というと、皆さんにとってあまり馴染み
がなく、難しい印象があるかもしれません。も
しかすると、薬理作用の機序や効能、副作用な
どを学ぶことは、少し難解で苦手意識を持たれ
ている方も多いかと存じます。
　しかし、歯科の臨床では、毎日さまざまな薬
剤が登場します。歯科治療において頻回に触れ
るのが、麻酔薬です。麻酔薬は最も皆さんが触
れる薬剤と言っても過言ではありません。患者
さんによって麻酔薬をなぜ使い分けるのか、ど
のような副作用があるのかを理解することで、
歯科臨床において大きな意味があると思います。
　次によく触れるのは、患者さんに処方する鎮
痛剤や抗生剤です。抗生剤や鎮痛剤の違いを理
解することで、なぜこの患者さんには、この種

類の薬剤を処方するのか理解でき、患者さんや
治療への理解が深まることと思います。
　他にも、歯科治療において影響がある薬剤や
疾患を学ぶことで、臨床現場で歯科医師と共に
より深く、協力しながら治療を行えるかと思い
ます。
　 最 近 よ く 耳 に す る 薬 剤 関 連 性 顎 骨 壊 死
（MRONJ）もその一つです。骨粗鬆症などに
関連する薬剤を知り、その薬剤と顎骨壊死のリ
スクを理解することで、日頃の定期検診や歯周
基本治療の重要性を学ぶことができます。この
リスクを知った上で患者さんと関わり、スケー
リングや実地指導を行い、MRONJ のリスクを
伝えていくことで、今後、MRONJ を予防する
ことに繋げられると思います。
　難しいイメージがある、歯科薬理学ですが、
このように皆さんのこれからの診療に大きく役
立ち、患者さんへ繋げられる重要な学問です。
　これから臨床の現場に出て、活躍される皆さ
んに対して、よりイメージが付きやすく、より
理解してもらえるように講義していきたいと
思っております。実際に臨床現場で働き始めた
際に、歯科薬理学で勉強したなと思っていただ
けるよう、精一杯頑張りますので、ぜひ一緒に
頑張りましょう。これからよろしくお願いしま
す。

＜講師の抱負・紹介＞
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歯科衛生学科講師着任のご挨拶

感染対策担当　武田　大介

　初めまして、令和 5 年度より「感染対策」講
師に着任致しました武田大介と申します。前任
の駒井 正先生より本講義を引き継ぎ、第53回
生の学生さんより担当をしております。
　私の所属は神戸大学医学部附属病院歯科口腔
外科で、日頃は口腔がんや顎変形症を主に診療
しております。この度、歯科衛生学科講師選定
のお声がけをいただいた際の率直な気持ちとし
ましては、「ようやくまわってきた！」です。
ではなぜ、私がそのように思ったのかをまずお
伝えしたいと思います。
　もう 8 年も前になりますが神戸大学の関連
病院勤務時に貴学院の肥塚先生に初めてお会
いし、当時の学生さんの診療補助指導や実習帳
チェックをさせていただきました。神戸大学に
戻ってからは徐々に私自身の専門分野が決まっ
ていくにつれて手術室にいる時間が増え、教員
業務も急増しました。さらに、COVID-19 の蔓
延によって学生さんの実習行動にかなりの制限
が加わり、外来診療で学生さんに関わることは
ほとんどなくなってしまいました。よって、最
近は手術室見学の許可申請や症例選定など、陰
ながらの支援に留まっております。そのような
状況ですが、歯科衛生士主任と学生さんの実習
内容を話し合うことが多くあります。「何を見
てもらうのがよいのか？それから何を学んでも
らうのがよいのか？」と考えるうちに、「そも
そも学校でどのようなことを習っているのだろ
うか？」という疑問がでてきます。このような
思考を幾度としてきた経緯での前述の第一心情
なのです。

　私が担当する「感染対策」の科目は極めて臨
床現場に基づいたテーマです。また、専門分野
の小区分では歯科診療補助論に分けられており
ますが、専門基礎分野である微生物学や口腔微
生物学にも“関わり”があり、その他のすべて
の専門分野にも“つながり”があります。良く
も悪くも COVID-19 によって全世界中の人々
が『感染』という用語に非常に敏感になってい
る世情で、特にハイリスク臓器である口腔を診
療するわれわれ歯科医療従事者は一般の方々よ
りも「感染対策」に詳しくないといけません。
また、従来の血液や唾液を介する感染症につい
ての基礎知識は、“患者さんのみならず自分自
身の身を守るため”にも必須です。シラバスの
一般目標は『歯科医療機関における院内感染対
策に必要な基礎知識と方法について学び、将来
歯科医療従事者として適切な感染予防対策が行
える教養を身につける』としました。教科書も
歯科衛生士教本シリーズにないため新規に選定
しました。事細かな“お作法”は臨床実習先や
将来のご勤務先で「郷に入っては郷に従え」で
先輩に習うでよいと思いますが、“お作法の基
本”はどうしても座学になってしまいますが学
院で学ぶしかありません。まだまだ「清潔と不
潔」の感覚も身についていない時期の講義のた
め、難しい内容も多く、堅苦しく理屈云々もな
い内容もあると思います。しかし、これから多種
多様な活躍の場が期待されている『歯科衛生士』
を目指す学生さんには、その他の医療系国家資格
に負けぬように一緒に頑張っていただきたいと思
います。どうぞよろしくお願い致します。

＜講師の抱負・紹介＞
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衛生学・公衆衛生学を担当するにあたって

衛生学・公衆衛生学担当　山下　淳也

　2023年度、前任の新庄先生より衛生学・公衆
衛生学を引き継ぐことになりました山下淳也で
す。衛生学・公衆衛生学と聞くと、学生の皆様
はイメージしにくいかもしれません。新型コロ
ナウイルス感染症に対する施策など、具体的な
事例を提示しながら分かりやすい講義を行うよ
うに努めてまいりますので、どうぞよろしくお
願いいたします。
　日頃は神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科
で診療に従事しており、口腔粘膜疾患などを専
門としています。口腔粘膜疾患のうち、白板症
や扁平苔癬は経過観察中に悪性転化を認めるこ
とがあります。以前は前癌病変や前癌状態と呼
ばれ、前癌病変は正常よりも癌化しやすい形態
的変化を生じた組織で、前癌状態は癌化リスク
の上昇に関係する状態と定義されていました。
2017年に WHO はこれらを、口腔潜在的悪性
疾患（oral potentially malignant disorders：
OPMDs）としてひとつの疾患概念としてまと
めました。具体的には紅板症、紅板白板症、白
板症、口腔粘膜下線維症、先天性角化不全症、
無煙タバコ関連角化症、リバーススモーキング
による口蓋病変、慢性カンジダ症、扁平苔癬、
円板状エリテマトーデス、梅毒性舌炎、光線角
化症（口唇）の12疾患が列挙されています。本
邦ではほとんど報告のない疾患も含まれます
が、悪性転化率は紅板症で50％前後と報告され
ています。初回生検時の病理診断で上皮異形成
が明らかでない症例もあり、その後の経過観察
中に再度生検した場合に悪性所見を認めることも
ありますので、慎重な経過観察を行っています。

　歯科保健分野では国民皆歯科健診が話題にな
りました。2023年 6 月に閣議決定した「経済財
政運営と改革の基本方針（骨太の方針）2023」
では、「リハビリテーション、栄養管理及び口
腔管理の連携・推進を図る。全身の健康と口腔
の健康に関する科学的根拠の集積・活用と国
民への適切な情報提供、生涯を通じた歯科健診
（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた取組の推
進、オーラルフレイル対策・疾病の重症化予防
につながる歯科専門職による口腔健康管理の充
実、歯科医療機関・医科歯科連携を始めとする
関係職種間・関係機関間の連携、歯科衛生士・
歯科技工士などの人材確保の必要性を踏まえた
対応、歯科技工を含む歯科領域における ICT 
の活用を推進し、歯科保健医療提供体制の構築
と強化に取り組む。また、市場価格に左右され
ない歯科用材料の導入を推進する。」と記載さ
れています。国民皆歯科健診とはすべての国民
が生涯にわたり歯科健診を受けられる制度であ
り、今後数年のうちに国民に毎年の歯科健診が
義務となる可能性があります。このことは発表
されると、すぐさまマスメディアで取り上げら
れ、国民の関心も高いことがうかがえます。
　衛生学・公衆衛生学ではこういった制度の背
景を取り上げ、学生の皆様には、目の前の患者
のみならず、より大きな視点をもって学んでい
ただければと思います。

＜講師の抱負・紹介＞
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解剖学②の講義を担当するにあたって

解剖学②担当　山本　信祐

　神戸市立医療センター中央市民病院の山本信
祐と申します。前任の竹信俊彦教授（大阪歯科
大学口腔外科学第二講座）から引き継ぎ、解剖
学②の講義を2023年度から担当させていただく
ことになりました。私は福井県出身で、新潟大
学歯学部を卒業後、神戸市立医療センター中央
市民病院 歯科口腔外科で歯科研修を修了しま
した。東京医科歯科大学大学院に進み、 4 年間
がんの研究に携わっていました。その後、彦根
市立病院を経て、現在は神戸市立医療センター
中央市民病院 歯科口腔外科で口腔外科医とし
て勤務しています。
　私が担当させていただく解剖学は「基礎医学
の基礎」と称されるほど、医学の歴史上最も早
く学問として成立した分野です。医学（歯科医
学）を学ぶ上で、もしくは医療を実践する上
で、まずその対象とする人体の形・構造を知る
ことが求められます。歯科医学は（もちろん）
医学の一部です。全身と口腔の関係もしくは全
身からみた口腔という概念に基づき、私の講義
では、まず全身の解剖として、人体の形・構造
を概説し、続いて、歯科の専門領域として、頭
頸部の詳細な説明を行っていきます。
　近年の高齢化により、全身疾患を有する患者
や摂食・嚥下障害を有する患者、全身疾患に由
来する口腔疾患を有する患者への対応や在宅歯
科医療など、歯科衛生士に求められる知識・役

割は増加しています。学生の皆様からすると、
「解剖学は覚えなきゃいけないことばかりで大
変だなぁ。でも国家試験に合格するために頑
張って勉強しなきゃなぁ。」というのが本音か
もしれません。しかし、解剖学を学ぶ中には、
人体の形・構造に対する多くの驚きがあり、解
剖学を学ぶことで、自分のこと、他人のこと、
人間のことを少しだけ愛おしく感じるようにな
ると思います。解剖学は理解する学問であり、
決して単純に骨や筋、神経、血管を丸暗記する
だけのものではありません（もちろん、最低限
の暗記は必要となりますが…）。多くの驚きを
共有できるような、そんな講義ができたらいい
なと考えています。
　超高齢社会において、歯科医療に求められる
ニーズは刻々と変化していくものと思われます
が、さまざまな場面で他の医療職種と連携しな
ければならないことは今後も普遍です。他の医
療職種との連携において取り残されないために
も、他の医療職種と対等に会話を行うために
も、「基礎医学の基礎」である解剖学の知識を
しっかり身につけ、臨床の場に飛び出していた
だきたいと思います。「明日を考えぬ者のみが
最も今日をよく生きる！！！」。明日覚えよう
ではなく、授業中に理解してください。一つ一
つの驚きを大事にしてください。

＜講師の抱負・紹介＞
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令和 5 年度　臨床実習指導歯科衛生士打合せ会開催

歯科衛生学科　専任教員　角田　安佳梨

　令和 5 年度臨床実習指導歯科衛生士打合せ会
を 4 年ぶりに開催することとなり、 5 月11日
（木）10時より本学院にて開催しました。
　臨床実習受け入れ機関は病院21機関、保健セ
ンター 9 機関、歯科医院47機関、矯正歯科医院
12機関となり、そのうち37名の指導歯科衛生士
の方にご出席いただきました。
　小村教務主任の進行により、打合せ会を開始
し、浦出学院長による挨拶、実習先紹介、協
議、情報交換を行いました。協議では、（ 1 ）
学院現況・教務報告、（ 2 ）臨床実習につい
て、 1 ．臨床実習概要、 2 ．プレ臨床実習、
3 ．矯正・センター実習、 4 ．本実習、 5 ．主
要 3 科目カリキュラムについて説明を行いまし
た。また、 3 年次の臨床実習本実習に備え、学
内で行っている各科目の総まとめ実習につい
て、そして最近の学生気質の傾向についてスラ
イドを用いてご説明させていただきました。熱
心にご覧いただき、細かくメモを取ってくだ
さっていました。
　情報交換の時間には、グループディスカッ
ションを行いました。グループディスカッショ
ンでは、 1 ．各施設の実習内容について、 2 ．
学生対応で困った点について意見が交わされ、
最後にグループ毎に発表していただき、出席者
全員で情報を共有しました。

　各施設の実習内容については、「インプラン
ト・訪問診療などさまざまな診療の見学やアシ
スタント」「休憩中に相互実習を実施」「空き時
間を利用し、学生への質問や症例のレクチャー
を行う」などがありました。さらに学生のレベ
ルや成長の度合いに合わせた実習カリキュラム
を組んでくださるなど、各実習先でさまざまな
工夫をしてくださっていました。続いて学生対
応で困った点では、「実習帳の訂正をしてこな
い」「言葉遣いが悪い」「指示が守れない学生に
どこまで指導したらいいか悩む」などというご
意見をいただきました。臨床実習前の学生オリ
エンテーションではしっかり伝え、昨年の学生
と同じ指導をしていただくことがないようにし
ていきたいと思います。
　日々お忙しい中で学生の実習をお引き受けく
ださっている指導歯科医師、指導歯科衛生士の
方々には学生指導にご尽力くださり深く感謝致
しております。ご負担をおかけしながらの学生
指導とはなりますが、臨床現場での学びで、学
生は大きく成長して学院に戻って参ります。そ
してこの経験は、国家試験に合格し、ライセン
スを取得した後の歯科衛生士の歩みの礎とな
り、さらなる成長へと繋がるはずです。私たち
教員もこの臨床実習を実りのある実習となるよ
う全力でサポートして参りたいと思います。

＜専任教員＞
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　令和 5 年 5 月25日に学院全体交流会が行われ
ました。入学後すぐのクラスでの交流実習と、
5 月初旬にＡ・Ｂクラス合同で行われた合同レ
クリエーションを通して、54回生だけでの交流
はありましたが、 3 学年揃っての交流は今回が
初めてでした。何をするか内容は当日の発表
だったので、前日から「何をするのだろう」「先
輩たちと関わるのは初めてで上手く話せるか
な」とドキドキしていました。そして当日、学
院の校舎全体を使った謎解きゲームと宝探しだ
と発表されました。この交流会は 1 ・ 2 ・ 3 年生
3 名 1 班でチームを作り、協力しながら校舎のあ
ちこちに散らばった謎を解いていくというゲーム
で、浮かび上がった合言葉を教員に見せると次の
謎に進めるというものでした。私は、この交流会
を通して、先輩方とのコミュニケーションや問題
解決能力を高めることができました。
　まず、交流会が始まるまでの間、同じチーム
の先輩方と話せる時間があり、先輩方は学校生
活やテスト勉強の方法、学内実習の実技試験に
合格する秘訣や、 2 年次に行く小集団活動、ア
ルバイトを探す上でのアドバイスなど、色々
なことを教えてくれました。先輩は歯科医院
でのアルバイトをしていない分、勉強に力を入
れ本試験で絶対に合格できるようにしていたと
聞きました。私は、先輩方の話を聞いて、勉強
に対する姿勢や目標を見直すきっかけになりま
した。また、先輩方は、私にも積極的に質問し
たり意見を言ったりするように促してくれまし
た。私は人見知りで話すのが苦手なので、最初
は緊張していましたが、先輩方が気軽に話しか
けてくださりとても話しやすかったです。
　次に、交流会の本番である謎解きゲームが始
まりました。私たちのチームは先輩の提案で、
分からない問題は後回しにして、どんどん次の
問題に挑戦するという戦略を取りました。この
戦略は、時間効率が良くて合理的なものだと思
いました。先輩方は頭が良く、素早く問題を解

学院全体交流会を終えて

第54回生　今井　志穂

いていき、私もチームの一員として貢献したい
と思い、一生懸命考えて答えを出しました。私
が正解した時には、先輩方は大喜びして褒めて
くれました。どの問題も私には難しく分からな
い所も多かったのですが、先輩方は解き方や考
え方を丁寧に教えてくれました。おかげで、私
たちのチームは見事 1 位になることができまし
た。 3 人で力を合わせて 1 位になれたことが本
当に嬉しかったです。
　この学院全体交流会は、普段あまり関わるこ
とのなかった先輩方と親しくなることができる
素晴らしい機会でした。また、今回先輩方から
学んだことは多くあります。特に印象的だっ
たのは、コミュニケーション能力や問題解決
能力の重要性でした。先輩方と話すことでコ
ミュニケーション能力の大切さや、周りをよく
見て今、何が一番適切な方法かを自分で考える
ことが大切なのだと学びました。これらの能力
は、今後臨床実習や国家試験に向けて必要なも
のだと思います。また、歯科衛生士として働く
時にも、さまざまな人や状況に対応するために
必要なものだと思います。今回得た経験や知識
を活かして、これからの実習や授業、単位修得
試験、そして最終的には国家試験合格に向け頑
張っていきたいと思います。
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　私たち53回生は入学した当初、新型コロナウ
イルス感染症の影響で交流会を含め行事に制約
を受けてきました。学年を超えた交流の機会は
ほとんどなく、同学年内での交流も感染対策を
徹底しながら行うというものでした。しかし、
2 年生になり新型コロナウイルス感染症が 5 類
に分類され、初めて学年を超えた学院全体交流
会が開催されました。
　交流会当日、私たちは何をするのかも分から
ず指定された席に座りました。そこでは 1 ・
2 ・ 3 年生が混ざった 3 人のグループが作ら
れ、隣にはこれまで話したことのない先輩と後
輩が座っていました。最初は何を話したら良い
のか分からず戸惑いもありましたが、メンバー
の親切さに触れ、交流会が始まる前からすでに
打ち解けることができました。しばらくすると
ゲームの説明が始まりました。内容は、校舎内
に設置された問題をグループで協力して解いて
いくという内容でした。回る順番は決まってい
なかったので、空いている場所から進んでいき
ました。簡単な問題から難しい問題まで難易度
はさまざまでしたが、 3 年生の機転と 1 年生の
想像力を活かし、次々進むことができました。
高難度の問題には苦戦する声も聞こえました
が、賞品を目指し全てのグループがライバルと
なり、ゴールを目指していました。私たちのグ
ループも 1 問だけ問題を解くのに苦労し、第 1
ステージをクリアできたのは中盤ぐらいの順
位だったと思います。急いで最初の説明を受け
た場所に戻ると、また第 2 ステージとして新た
な問題が渡されました。その場にはすでに多く
の人がいましたが、問題を解けているグループ
はありませんでした。第 2 ステージの問題はさ
らに難しく、さまざまな考え方のパターンを試
したり相談をしながら知恵を出し合いました。
しかし、なかなか答えは出せず最終ヒントをも

学院全体交流会を終えて

第53回生　稻盛　倖菜

らうまで解くことができませんでした。ようや
く答えにたどり着き先生に見せに行くと、驚く
ことに私たちのグループが 1 位でした。第 2 ス
テージの問題を解いている間も、第 1 ステージ
を終えたグループが増え続けていたので、まさ
か私たちのグループが 1 位になれるとは思って
おらず、その結果には大変喜びました。これま
での学生生活で 1 位を取ったことがなくあまり
実感が湧きませんでしたが、賞品を受け取りに
前へ出たとき、ようやく 1 位だという実感が湧
き、恥ずかしさもありましたが本当に嬉しかっ
たです。
　昼食は学院が用意してくれたものを、グルー
プで一緒に食べました。交流会中は問題を解く
ことに集中していたので、プライベートの話が
できませんでしたが、食事をしながら緊張も和
らぎ楽しい時間を過ごすことができました。
　今回の学院全体交流会は、人見知りで自分か
ら話しかけるのが苦手な私にとって、53回生だ
けでなく他学年の人たちとも交流が持て、人間
関係を広げる良い機会となりました。 3 年生の
先輩からは単位修得試験の対策方法など、勉強
に関する話もたくさん聞くことができ、大変有
意義な時間を過ごせて本当に良かったと思いま
す。今後も感染症が流行らない限り、このよう
な交流会が続けられることを願っています。
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　この度は、学業奨励賞をいただくことがで
き、大変嬉しく思います。
　私はこの学院に入学するまで、介護士として
高齢者施設で働いていました。そこでは、病気
や身体的機能低下のために自分で歯磨きができ
ない方や、義歯のお手入れができない方に口腔
ケアをする機会が多くありました。特に認知症
の方への口腔ケアは、何をされるのか分からな
いという不安や恐怖で口を開けてくれなかった
り、途中で歯ブラシを噛んで磨けなかったり
と十分に口腔ケアができないということがよく
ありました。また、スポンジブラシや歯磨き
ティッシュなどの使い方は正しいのかなど不安
に感じることもありました。そんな時に訪問の
歯科衛生士さんと出会いました。その歯科衛生
士さんが口腔ケアをすると入居者の歯がきれい
に磨かれ、笑顔になっていることに気付きまし
た。私もしっかりと口腔ケアができるようにな
りたい、歯や口について専門的に学びたいと思
うようになりました。
　入学当時はクラスに馴染めるか、授業につい
ていくことができるか不安でいっぱいでした。し
かし、年齢が離れていても受け入れてくれる同級
生の皆と過ごすことで良い刺激となっています。
実技に関しては、スケーラーの把持の仕方や動か
し方、セメントや印象材の練和の方法など、先生
方が学生一人一人に分かりやすく丁寧に教えて下
さるので、少しずつ不安は消えていき、楽しい学
校生活を送ることができています。
　私が学校生活で心がけていることは 3 つあり
ます。 1 つ目は授業をしっかりと聞いて理解し
ていくことです。そして、そこで分からない点
や疑問点が生じたときは質問し、すぐに解決す
ることです。授業ではたくさんの専門用語や器
具名が出てきます。初めて聞く単語はなかなか
理解できず、覚えるまでに時間がかかりまし
た。しかし、授業をしっかりと聞くことで、同
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じ単語が何度も出てきて理解に繋がることがあ
ります。また、分からないことがあっても、歯
科医院でアルバイトをしている友達に教えても
らったり、先生に質問したりと疑問点をなくし
ていました。

2 つ目は計画的に勉強に取り組むことです。
カリキュラムを確認し計画を立て試験勉強をし
ています。試験と課題が重なると試験勉強の時
間が減り、焦ってしまいます。そのため課題が
出された時はすぐに取り組んでいます。

3 つ目は小テストもしっかりと勉強すること
です。単位修得試験は範囲が広く、試験直前に
全てを勉強しようとすると覚えられず大変で
す。小テストは前回学んだ内容のテストである
ため範囲が狭く、覚える量も少ないです。毎回
の小テストを頑張ることで、少しずつ内容を理
解でき、覚えられます。その結果、試験勉強に
繋がっていると思っています。
　私は家で勉強する事が得意ではないため、通
学時の電車に乗っている合間に勉強をしたり、
休み時間に友達と問題を出し合ったり、覚えた
ことを友達に説明したりしています。
　これからも歯科に関する専門分野を学ぶ中
で、課題や試験が重なり勉強が大変になること
があると思います。しかし、これまでの自分を
信じ努力をしていきたいと思います。
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　この度は学業奨励賞をいただきありがとうご
ざいます。このような賞をいただけたことを大
変嬉しく思っております。
　私はこちらの学院に入学するまで、歯科医
院で歯科助手として勤務していました。最初
は歯科医師の先生方や歯科衛生士、歯科助手の
方が何をしているのか全くわからない状態でし
た。しかし、どうしてこの処置を行うのか、ど
うしてこの薬品を使用するのかなど、基本的な
ことから丁寧に教えていただき、歯科に対する
興味が強くなり、もっと知りたいと思うように
なりました。私が歯科衛生士になりたいと思っ
たきっかけとなったのは、憧れの歯科衛生士の
先輩の存在でした。予防歯科に力を入れている
こともあり、歯科衛生士の役割の大きさを常に
実感しておりました。そんな歯科衛生士として
の知識量、技術力、コミュニケーション能力な
ど、多くの能力が求められる現場において、そ
の歯科衛生士の先輩が行う指導に私はいつも聞
き入ってしまっていました。遠方からその歯科
衛生士の先輩に診てもらいたいといって来院され
る患者さんもおられ、その方は「いつもありがと
う。遠くから来る甲斐があるよ。」とおっしゃら
れており、それを聞いたときに改めて尊敬の気持
ちを強く感じました。私も患者さんに信頼され、
患者さんの口腔と全身の健康を守れる力のある歯
科衛生士になりたいと思いました。
　入学して一番不安に感じていたのは、社会人
から学生になり久しぶりに勉強をするため、周
りについていくことができるのかということで
した。私は特別勉強が得意というわけではな
かったので、とにかく周りの人にたくさん助け
られた 2 年間でした。
　一年次は主に基礎科目を座学で学び、実技も
器具や機械の操作方法といった基礎を学びまし
た。二年次は、プレ臨床実習、小集団指導など、
実際に現場に行かせていただく機会があり、新し
い知識の修得や現場だからこそ見られる歯科衛生
士の、患者さんへのさまざまな対応など、新たな
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刺激を受けることができました。また、二年次で
学んだ臨床科目では一年次の基礎科目で学んだ内
容の応用のような内容も多く、おもしろいと感じ
るようになりました。単位修得試験や課題に追わ
れて大変に思うことはありましたが、学びに集中
することのできる今のこの環境をとても幸せであ
りがたいものであると感じています。
　単位修得試験の勉強は授業を受けたその日か
ら始めていました。ノートに問題をつくる形で
まとめ、それを使って覚える方法で勉強しまし
た。私は、勉強だけをするよりも、気分転換を
して気持ちをリセットするような時間を設ける
ことで、勉強をすると決めたら思い切り集中す
るという、オンオフの切り換えを大切にしてい
ました。そのため、電車などの隙間時間を活用
して暗記をするようにしました。クラスには、
勉強熱心な人、発想力のある人、予習をとても
きれいにまとめる人など、とても尊敬できる人
がたくさんいます。私は多くの人から刺激を受
けることができる、とても恵まれた環境で学ぶ
ことができていると、日々感謝しています。
　学院生活も残り僅かとなり、臨地・臨床実習
を終えれば国家試験があります。52回生全員で
の合格ができるよう、日々学びを深めたいと思
います。そして、目標とする歯科衛生士像を目
指し、日々精進していきます。この度は本当に
ありがとうございました。
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Ｑ：皆さん授業の後、お疲れのところお集まり
いただいてありがとうございます。
　皆さん一旦社会にでて働いてらっしゃる方
8 名にお集まりいただいたということで、
皆さんのような社会人経験者の学生に入学し
ていただくために、忌憚のない意見をお話し
いただけたらと思います。
　まずは自己紹介から、入学から 2 ヶ月の
学生生活の感想も入れてお願いします。

Ｋ 1 ： 4 年制大学に行ってから、エステで 7
ヶ月ほど働いて少し休んで 1 年ほど歯科助
手をしておりました。

　学校生活は大変ですがついていけるよう頑
張っています。

Ｋ 2 ：社会人経験してその中でコロナ禍とな
り、働き方を変えたくて、まずは資格を取り
たいと思いました。入学の前に歯科衛生士が
自分に合うか知りたくて助手として働いてみ
てから入学を決めました。
　今は歯科医院では学べなかったことが学べ
て大変ですが充実しています。

Ｓ 1 ：歯科助手を 2 年間してから歯科衛生士
への憧れにより入学を決意しました。
　学生生活は大変ですが楽しいです。
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Ｋ 4 ： 5 、 6 年前高校卒業後に不動産業に
従事して、その後歯科医院に 5 年ほど勤め
て、歯科衛生士さんに背中を押されてラス
トチャンスと考え入学しました。 5 年ぶり
の学校生活で勉強の仕方を忘れてしまい小
テストなどでは苦労していますが頑張って
います。

Ｑ： 8名中6名の方が入学前に助手として歯科
医院に勤められていて、本校に入学を決めた理
由をお伺いしたいです。自身で決めたのか、そ
れとも周りから勧められたのでしょうか｡

Ｓ 2 ：音楽の短大を出て 1 年ちょっと歯科助
手を経験し、歯科衛生士を目指そうと思い入
学しました。（歯科衛生士の勉強は）難しい
漢字が多いので勉強が大変です。

Ｔ： 4 年制大学を出た後に歯科助手として働
き、その間に結婚と出産を経験しているの
で実際の勤務は 5 年ほどですが在籍は 7 年
ほどです。
　ずっと入学したかったのですがタイミング
を逃して今に至ります。学校後は育児と家
事があり、勉強をする時間があまり取れない
ですが、勉強自体が楽しいので大変ですが頑
張っています。

Ｈ：18才から社会人として働きエステのお仕
事を 4 年、調剤薬局、最後に訪問歯科で働
きました。今まで興味を持てることがあま
りなかったのですが、歯科衛生士さんが患
者さんのお口の中を触っているのを見て、
口の中を触りたいなと思い、人の歯に興味
を持ちました｡
　学校生活は10余年ぶりで校則は社会人から
すると厳しいなと思っています。

Ｋ 3：大学卒業後に新卒で 1 年だけ IT 系の営
業をしたのですが、仕事にやりがいを感じら
れず、資格を取って、これから先出産後も働
ける仕事に就きたいと思いました。
　そこでもともと歯に興味があったこともあ
り入学を決めました。
　学生生活は割と最近まで学生だったので、
違和感なく楽しく過ごせています。

Ｋ 1 ：働いていた医院の年下の子が卒業生
だったことと親の後押しがあって入学を決め
ました。

Ｑ：親御さんの後押しというのは歯科医院にお
勤めの中で「スキルアップしたら？」という
ようなこと？

Ｋ 1：はい、そうです。

Ｑ：勤め先の決め手としては給料面などある
かと思いますが、先輩がいるとか知っている
人の後押しがあるというも大きいかと思いま
す。勤めていたところに卒業後も？

Ｋ 1 ：タイミング合えば、とは言っていただ
いています。一旦退職しています。

Ｋ 3 ：勉強に苦労していても先生が一緒に考
えてくれたり教えてくれるというのを聞いて
ここに決めました。
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Ｑ：先生は相談にも答えてくれていますか？

Ｋ 3：質問をすれば、きちんと答えてくれます｡

Ｋ 2 ：私も同じく、働いていた医院や知り合
いの歯科衛生士の勧めです。
　あとはロケーション的にも三宮から近いこ
ともあって選びました。

Ｋ 4 ：今も勤めている歯科医院の院長と歯科
衛生士さんにここが一番いいと聞いて、特に
調べず受験を決めました。

Ｑ：勧めてくれたのはここの卒業生や学院とつ
ながりがある方ですか？

Ｔ：勤めた歯科医院には色んな学校の歯科衛生
士さんがいて、夜間（新大阪やなにわ）が多
かったがそこは子供がいるので難しく、他で
探したらここがいいと聞き、本校卒業生がい
て卒業生推薦書を書いてもらいました。

Ｑ：学校におられる間はお子さんのお世話はど
うしていますか？

Ｔ：幼稚園です。預けられない日は旦那が在宅
なので。
　17時頃には学校が終わるのでお迎えも間に
合い、なんとかやれています。

Ｑ：皆さん学校生活は社会人同士で集まってい
ますか？現役生とも話しますか？年齢差があ
ると話しにくいとかありますか？

Ｈ：まったく（年齢は）関係ないですね。
　まあ相手（現役生）はきついと思っている
かもしれませんね（笑）
　ジェネレーションギャップは感じますが全
然気にしていません。

Ｋ 2 ：（ジェネレーションギャップは）すごく
感じます。

Ｑ：でも皆さん（社会人経験者を）頼りにして
いると思いますよ。

Ｈ：私の勤務先の院長も奥様も歯科衛生士さん
も皆さんここしかない、くらいのレベルで勧
めてくれました。

Ｋ 4 ：いいえ、全然関わりのない大阪の医院
ですが、ここが一番いいとおっしゃっていま
した。今も土曜だけアルバイトで入ってい
て、卒業後も来て欲しいといわれています。

Ｓ 1 ：勤めている歯科医院で歯科衛生士を目
指すきっかけになった歯科衛生士さんがここ
の卒業生で、院長先生もここがお勧めだとい
うことだったので。

Ｑ：今もそちらでお勤めですか？

Ｓ 1：はい。

Ｓ 2 ：勤め先の歯科医院で資格をとりたいと
話したときに、その医院の歯科衛生士さんに
この学院の卒業生が多く、副院長もここを勧
めてくれたので。
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Ｑ：訪問歯科なんですよね？

Ｈ：はい、そうです。 2 つの医院で訪問歯科の
お手伝いをしていました。そのうちの 1 つが
自分を気に入ってくれていて今もそこで働い
ています。
　もう一つの医院でも学院の卒業生が歯科衛
生士で在籍されていました。

Ｑ：珍しいケースですが、これから活躍してい
く歯科衛生士の分野として、先に見たような
感じですね。

Ｑ：この中でＫ 3 さんだけが歯科医院を経験
しておられませんが、どのようにして歯科衛
生士という職業を目指そうと思われました
か？資格にもいろいろあったと思いますが。

Ｋ 3：看護師とも迷いました。資格を取って働
き続けたいという気持ちが大きかったです。

Ｑ：皆さんの身の回りに、是非歯科衛生士を勧
めたいと思う方はいますか？

一同：うーん。
　経済的な面でどうかもありますし、お姉さ
んが歯科衛生士をしていて、自分も目指した
いという子はいますが、どうなるか…。

Ｋ 3 ：まだ 2 ヶ月ですし、歯科医院での経験
もないので自分でも実感できてないです。紹
介できるかとかは、まだわからないですね。

Ｑ：今回皆さんには初めてこのような形でお話
を伺いました。機会があればまたご意見をい
ただければと思います。
　授業でお疲れのところ有難うございました｡
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　兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に入
学してから 4 ヶ月が経ちました。新たな環境で専
門的な勉強と本格的な実習が始まり、本当につい
ていけるのかという不安を抱えながらも 1 ヶ月、
2 ヶ月と過ごすなかで、日が経つにつれ徐々に学
校生活にも慣れてきました。毎日新しく学ぶこと
ばかりで時間が経つのがとても早く感じています｡
　私が本校へ入学した理由は、自分が将来なり
たい歯科衛生士像にありました。それは、患者さ
ん一人一人に合わせた指導や声掛けを通して、患
者さん自身が歯の健康への意識を高められるよう
サポートできる歯科衛生士を目指していることで
す。その為には患者さんと十分なコミュニケー
ションをとることと、安心して任せていただける
ような信頼を築くことが大切だと考えました。そ
こで、本校には医療人として大切なマナーやコ
ミュニケーション方法を学べる“医療コミュニ
ケーション”や社会人としてのマナーが学べる
“ホスピタリティ学”というカリキュラムがある
ことに魅力を感じ、本校なら私の目指す歯科衛生
士に近づくことができると考えたからです。
　入学して初めて54回生のみんなと会った時、
年齢も出身地も違うなかで友達は作れるのか、
クラスに馴染めるのかと不安でしたが、まだ 2
日目にも関わらず「一緒にお弁当食べよう」
「インスタ交換しよう」と話しかけてくれた友
達がいて、とても嬉しかったです。その友達
のお陰で、私も他のクラスメイトに話しかける
勇気が持て、すぐに打ち解けることができまし
た。特に54回生だけで行なわれたオリエンテー
ションでは、みんなが一緒にゲームやレクリ
エーションを楽しんでいて、本当に出会って
1 ヶ月しか経っていないのかと疑うほど、仲間
意識が深まり盛り上がることができました。こ
のメンバーで 3 年間同じ目標を持って一緒に頑
張っていけることを心から嬉しく思います。

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に入学して

第54回生　和　　里莉

　入学して 2 ヶ月ほど経った時、大学に進学を
した友達と会い話を聞いていると、専門学校の
生活は厳しい面も多く大学生活が羨ましく思う
こともありました。専門学校は校則も厳しく、
休みも少なく、勉強も実習も大変です。しか
し、それだけ自分の夢に近づくために努力して
いるということだと思います。そしてこの時、
大学とは違う専門学校の良さも感じました。 1
番の魅力は、 1 学年の人数が少なく、講師の先
生が名前を覚えて下さったり分からない所を気
軽に聞くことができる、生徒と先生の距離の近
さだと思います。私たちの国家試験合格に向け
て、さまざまな対策を考え真剣に向き合って下
さる今の環境は、本当に恵まれていると感じて
います。大学とは違い、将来の夢を 1 つに決め
てその道だけに進む選択をするのは簡単なことで
はないけれど、そのぶん自分が目指す歯科衛生士
に向かって、自信を持って頑張ろうと思います。
　学内実習では、最初は何もできなかったこと
が、友達同士で教え合ったり練習を重ねること
で少しずつできるようになっていくのを感じて
います。そのできた時の喜びが、今の私のモチ
ベーションとなり、もっと頑張ろうという気持
ちになります。これから先、辛くて挫けそうな
時もあるかもしれませんが、自分の夢を忘れず
に頑張っていきたいです。
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4 月に入学してすぐ、クラスの役員選出で私
は衛生自治委員になりました。そして 5 月には
合同レクリエーションの準備、進行を任せてい
ただくことになりました。この合同レクリエー
ションは、54回生Ａ・Ｂクラス全体で交流をも
つというもので、まだ話したことのない人が多
いなか、班ごとに分かれ一緒にお弁当を食べた
り、ゲームをして親睦を深めるというものでし
た。今回はビンゴゲームやクイズなどをして盛
り上がり、皆とても楽しんでくれているようで
した。
　レクリエーションの準備では、さまざまなこ
とに気を配りました。特に、食物アレルギーの
対応は重要でした。食物アレルギーについてあ
まり知らなかった私は、これを機会に勉強しま
した。アレルギーは食べ物だけでなく、多種多
様な原因で誰もが発症する可能性があることを
知りました。歯科衛生士として、患者さんのア
レルギーの有無を確認することは必須で「この
患者さんにはアレルギーはないのだろうか」と
思う事はとても重要なことだと気付きました。
今回、アレルギー対応のお弁当を用意してくれ
たお店に感謝します。アレルギーのある人のお
弁当にはメモを貼り、おやつには材料の表示を
した紙を添えました。これで、安全にお弁当も
楽しんでもらえたと思います。
　もう一つ苦労したのが、ゲームの景品です。
54回生お揃いで、普段使えて全員が喜ぶような
景品は何だろうと考えた末に、オリジナルトー
トバックを作ることにしました。しかし、製作
会社やデザインやサイズ、生地や費用などを決
めるのはとても大変でしたが、当日までに完成
させることができて良かったです。
　今回の合同レクリエーションは大成功に終わ
りましたが、私の中では運営面で反省する点が
あります。それは、衛生自治委員 4 人で十分な
話し合いができなかったことです。まだ入学し
たばかりで話したこともなく、関係性を構築で
きていなかったのもあり、準備内容を適度に分

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院に入学して

第54回生　鈴木　美弥姫

散できず、負担が偏ってしまいました。次回ま
たこのような機会があれば、改善策として考
慮していきたい点が 2 つあります。 1 つ目はコ
ミュニケーションです。準備を 1 人で担うので
はなく、 4 人で最初に役割分担を決めておき、
定期的に連絡を取り合うことで、もっと準備が
スムーズに進んだのではないかと思います。 2
つ目は時間と心の余裕を持つことです。計画を
立てて期限を決め協力することで、時間と心に
余裕が持てると思います。
　全てのプログラム終了後、周りの友人から
「楽しかった」や「話した事のない子と仲良く
なれて良かった」など嬉しい感想を聞くことが
でき、今までとても大変でしたがその言葉で救
われたような気がしました。今回の合同レクリ
エーションで、班ごとに力を合わせて取り組み
一緒に喜び合う中で、クラスの壁を越え少し絆
が生まれたような気がします。そして、私の未
熟さもありながら、見守ってくださった先生や
友人に感謝しています。食物アレルギーについ
て今回知識を深められたように、まだまだ知ら
ないことがたくさんあります。これからも勉学
に励み、この経験を今後の学校生活や卒業後に
も活かしていきたいと思います。
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　歯周病予防措置の 3 年生指導という実習で、
私たち 1 年生が 3 年生の先輩方の初めての患者
となり、私は施術を受けることでさまざまなこ
とを学びました。

1 回目の 3 年生指導では、医療面接、バイタ
ル測定、う蝕活動試験をしていただきました。
その後、実際に 3 年生の先輩に口腔内を診てい
ただき、医療面接では患者さんの現在の口腔状
況だけでなく、使っている歯ブラシや歯磨剤、
健康状態、食生活、医療アンケートをもとに過
去の状況も把握することが大切だということが
分かりました。バイタル測定では、実際に聴診
器や電子血圧計を用いて、脈拍、血圧、呼吸を
測っていただき、体の健康状態を見ていただき
ました。う蝕活動試験では、採取した唾液を透
明フィルムにつけ、唾液の細菌数から、現在の
口腔内の衛生状態を判定していただきました。
採取するための唾液がなかなか溜まらず苦戦し
ましたが、 3 年生の方に「酸っぱいものを想像
したり、唾液腺マッサージをしたりすると唾液
が溜まりやすくなるよ。」と教えていただき、
実践するとすぐに溜めることができました。私
も先輩方のように、患者さんが困っていれば、
すぐに変化に気づきアドバイスができるように
なりたいと感じました。他にも、高齢者への指
導の時は若年者に比べ、唾液が出にくいため唾
液腺マッサージを勧める方が効果的だと教えて
いただきました。
　実際に診療が始まると、スムーズに施術内容
を説明してくださり、最初に口腔内写真を撮影
していただきました。 1 つの作業をするたびに
「何をするのか」「どういう内容のものか」な
ど説明してくださり、安心し、落ち着いて施
術を受けることができました。また、「顎が疲
れていないか」「今痛みはないか」などの患者

3 年生指導を終えて

第54回生　横山　そら

に対する声掛けも積極的で、患者役としてとて
も話しやすい環境でした。そのため、不安があ
るとすぐ言い出すことができました。これは、
恐怖心や苦手意識を持つ方が多い歯科患者に対
してとても必要な行動だと感じました。施術後
には、これからもっと綺麗な歯を維持するため
に適したブラッシング方法や、使用する歯ブラ
シ、補助的用具を教えてくださいました。

2 回目の 3 年生指導でも、医療面接とバイタ
ル測定をしていただきました。前回からの変化
や口腔内で気になっているところを中心に、一
人一人に合った方法で施術をしてくださいまし
た。気になっていた部分も改善され、とても嬉
しかったです。
　このことから、患者さん一人一人で口腔状態
が違うため、その方にあった方法で施術を行うこ
とや、そのために施術の時からしっかり口腔内の
観察をしておくことが大切だと感じました。
　今回の実習で患者さんの立場になってみて、
感じたことを忘れず、私が 3 年生になった時や
歯科衛生士になった時に活かしたいと思いまし
た。そして、私も先輩方のように患者さんに安
心して施術を受けてもらえるような歯科衛生士
を目指して、勉学に励みたいです。
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私たち54回生は、令和 5 年 7 月 5 日に京都へ
日帰り研修旅行に行きました。初めて同級生と
バスに乗り、遠くへ学びに行く時間はとても楽
しいひと時になりました。
　午前中は、株式会社モリタ製作所へ行きまし
た。そこで私たちは、昔のチェアーから最新の
器具やチェアーなどを見させてもらったり、そ
れらが製作される工場の中を案内してもらいま
した。私は初めて、器具やチェアーの種類の多
さやそれぞれ違う特徴を知りました。ヘッドの
横から器具を取り出せるチェアーや、車椅子の
患者さんが乗り降りしやすいものなど、患者さ
んが座りやすく、不安を取り除けるような工夫
を取り入れながら製作しているんだなと感じま
した。少しずつ使いやすいように改良を繰り返
し、試行錯誤をしながら、今のチェアーができ
たことを知り、快適で効率的な治療に繋がって
いると思いました。他にも、治療の練習のため
使用する人形に触らせてもらったり、展示室な
どを見させてもらい、みんなも楽しそうに見学
をしていました。敷地はとても広く、慣れない
格好で歩き回るのはとても大変でしたが、なか
なか見学することのできない工場見学ができて
とても素敵な経験になりました。
　見学が終わり、kiyomizu 京都嵐山でテーブ
ルマナー研修を受けました。ナプキンの使い方
や、カトラリーの順番など普段の食事では学
ぶことのできないたくさんのことを知ることが
できました。Ａ・Ｂクラスが混ざった座席だっ
たため、普段は話すことのない同級生とも話す
機会ができ、会話をしながら楽しく美味しい食
事をいただくことができました。乾杯の仕方な
どをクイズ方式で分かりやすく説明していただ

1 年次研修旅行を終えて

第54回生　平良　花奈

き、綺麗な食事の方法を知ることができまし
た。テーブルマナー研修は失礼のないように振
る舞う堅苦しいものだと思っていましたが、み
んなで食事を楽しむための 1 つの要素だという
ことが分かりました。大人になった私たちが社
会で生活していく上で必要となるマナーを学ぶ
ことができて、とても良い経験ができました。
テーブルマナー研修の後は、研修旅行委員で考
えた学院の先生方に関するクイズなどをしまし
た。司会をするのは緊張しましたが、みんなが
盛り上がってくれて良かったです。
　午後から、丸益西村屋で友禅染体験をしまし
た。エプロンをつけ、どんな色に塗るのかなど
を話しながら楽しく友禅染ができました。
　この研修旅行で新しい知識を身につけ、新し
い友達ができ、楽しい思い出ができました。こ
れから試験も増え、難しいこともあり、大変だ
と思いますが、仲間と一緒に頑張ります。
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　私は 4 月11日から10日間、垂水区にある坂口
歯科クリニックへプレ臨床実習に行きました。
坂口歯科クリニックはう蝕の治療や歯のクリー
ニングといった一般的な治療の他にもインプラ
ントや矯正治療、ホワイトニングなどあらゆる
歯科治療に対応されており、老若男女問わずさ
まざまな世代の患者様に愛されている歯科医院
でした。
　初めての臨床実習はすごく不安がいっぱい
で、 1 年生で学んだ知識は身について理解で
きているのか、治療のアシスタントはしっかり
つけるのか、など思うところがたくさんありま
した。不安はありましたが、自分の全力を出し
切って積極的に取り組もうと臨床実習に挑みま
した。臨床実習が始まって 2 、 3 日は治療の流
れを把握しメモを取ることに精一杯で、院長や
歯科衛生士の方々に質問することができません
でした。毎日その日に記入する実習日誌は、治
療の詳しい流れが分からなかったり、何故この
ような治療をしているのか分からず、実習日誌
を提出しても再提出になる日々でした。日が経
つにつれだんだん治療の流れや内容が分かるよ
うになり、積極的に質問をできる余裕が生ま
れ、何故このような治療をしているのか自分な
りに分かるようになっていきました。
　坂口歯科クリニックでは見学だけでなく、患
者誘導、チェアー準備、チェアー拭掃を見学さ
せていただきました。患者誘導では耳が聞こえ
づらい、杖をついているなどさまざまな障がい
をもった患者様がいたので、そういった患者様
には自分の腕を持ってもらうこと、障害物を置
かないようにすること、ゆっくり大きな声で話
すことなど快適に治療を受けてもらうための患

プレ臨床実習で学んだこと

第53回生　貴田　日向葵

者配慮を歯科衛生士の方々にたくさん教えてい
ただきました。また、歯科衛生士の方々は患者
様とのコミュニケーションをすごく大切にして
いました。その日の服装や顔色、様子などから
患者様の変化にいち早く気づき患者様のお話を
親身になって聞いている姿を見て、こういうと
ころから患者様との信頼関係を築いていること
が分かりました。患者様との信頼関係は歯科治
療においてすごく大切なものだと思うので勉強
になりました。患者様のことを 1 番に考え、常
に周りを見て行動されている坂口歯科クリニッ
クの歯科衛生士さんの姿を見て私もこんな歯科
衛生士になりたいと強く思いました。
　10日間の実習でセメント練和、印象練和、歯
周検査の記録、インプラント手術の見学、歯面
研磨などたくさんのことを実習させていただき
ました。実習中は院長や先生方、歯科衛生士の
方々が声をかけてくださり質問しやすい環境を
作ってくれました。質問すると見学しているだ
けではわからない細かいところまで教えてくだ
さったので、より知識を深めることができまし
た。プレ臨床実習後の講義内容は以前より頭に
入りやすくなり、身につくようになりました。
　今回のプレ臨床実習では歯科衛生士の業務内
容を理解することができ、あまり経験できない貴
重な実習をさせていただきました。自分の知識不
足や技術不足を改めて認識することができ、たく
さんの反省点を見つけることができました。患者
様への配慮や治療の円滑な進め方などたくさんの
ことを学ぶことができたので、本当に感謝してい
ます。来年の本実習では、今回学んだことを活か
し多くの知識や技術を身につけ成長した姿をお見
せできるよう頑張りたいです。
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　私は 4 月11日からプレ臨床実習で10日間、加
古川市にある山村歯科に行かせていただきまし
た。山村歯科は一般歯科、インプラント治療、
ホワイトニング、矯正などさまざまな治療を行
われており、幅広い年齢層の方が通院され地域
に密着し、患者様とのコミュニケーションをと
ても大切にされている歯科医院でした。
　初めての臨床実習で楽しみな気持ちも少しあ
る反面、歯科医院でのアルバイト経験もなく私
の浅い知識と技術で無事乗り切ることができる
のか、不安な気持ちの方が大きかったです。し
かし、院長先生や歯科衛生士の方が優しく指導
して下さり、徐々に緊張も和らいでいきまし
た。実習初日は、帰宅してから実習日誌を書く
ことに頭がいっぱいで、自分から行動する余裕
もなく術式をメモすることに必死でした。しか
し、日が経つにつれ歯科衛生士さんに自分から
質問し、施術の一連の流れやパステクニック、
施術に使用する器具などにも目を向けることが
できるようになりました。
　山村歯科では見学だけでなく、初日からバ
キューム操作や片付け、準備などをさせてい
ただきました。アシストに付かせていただいた
際、術者の邪魔にならないようにと意識しすぎ
て、患者様の口腔内に唾液と水が溜まっていた
り、患者様に負担をかけてしまうことがありま
した。そんな時、自分のことで精一杯にならず
もっと周りを見て行動することや患者様への配
慮、補助の仕方、どうしたら診療がスムーズに
進むのかなど、視野を広くもち対応する大切さ
と難しさを学ぶことができました。そして、実
際に患者様の口腔内を見せていただけた事で、
人によって口腔内の環境が違うためどうすれば

プレ臨床実習で学んだこと

第53回生　増田　小桜

よいかを自分で考え、臨機応変に対応できるよ
うな歯科衛生士になりたいと思うようになりま
した。また、 2 年生で習う義歯やインプラント
治療の症例も見学させていただきました。教本
で修得する知識に加え、実際に見学することで
理解を深めることができました。患者様が大変
喜ばれている様子や、院長先生や歯科衛生士の
方に感謝されている様子を見て、歯科衛生士の
仕事の魅力ややりがいを見つけることができま
した。
　今回のプレ臨床実習を通して、歯周検査の記
録や CR の補助、アルジネート印象材の練和、
患者誘導などさまざまな実習をさせていただき
ました。その中で、院長先生や歯科衛生士の
方々が器具の名称やどういった場面で使用する
かなどを丁寧に教えてくださったお陰で、知識
を深めることができました。また、実際に治療
を見学したことでその場面がイメージしやすく
なり、以前より授業の内容が頭に入りやすくな
りました。この10日間で、歯科衛生士の業務内
容をより理解することができ、学校では経験で
きない貴重な経験をさせていただきました。ま
た、自分の知識や技術不足を認識することで、
多くの反省点や課題を見つけることができまし
た。今後に向けて、立派な歯科衛生士を目指す
べく自分自身を高めることができ、とても充実
した実習となりました。緊張と不安でいっぱい
だった私に、優しく教えてくださった院長先生
や歯科衛生士の方々にはとても感謝しています。
今回学んだことを土台に、さらに多くの知識や技
術を身につけ、本実習では成長した姿を見ていた
だけるよう、これからも頑張りたいです。 
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6 月の歯と口の健康週間に行われた小集団指
導で、私は幼稚園班を担当しました。
　私たちの班は、まず乳歯列期である子どもた
ちに歯の大切さや生活に潜んでいるう蝕のリス
ク、歯磨きに関心をもってもらうためにはどう
すれば良いかを相談しながら進めました。その
中では、限られた時間内に子どもたちにどのよ
うに感じてもらい、どのように伝えるべきか、
また、園児たちの心を掴むための分かりやすい
題材や目を引くような媒体を考え、たくさん意
見を出し合いました。班員のさまざまな思いが
交錯し、より分かりやすく簡略にまとめること
がとても難しかったのですが、良いアイデアも
たくさん出てきて私たちの劇は完成しました。
　春休みも学校に通い、時には学校が閉門する
まで準備をすることもありましたが、なかなか
個々の予定が合わず班員全員が集まれる日がと
ても少なかったので実習日が近づいてくるにつ
れて焦りや不安が募りました。準備期間を含め
て約半年間、班員全員で意見交換を行い、媒体
を作成し本番に向けて力を合わせて練習しまし
たが、先生の合格をいただけたのは本番を迎え
る前日でした。
　迎えた実習初日、緊張で行く道中は、何度も
何度も媒体の動きや台詞、声の抑揚やテンポな
ど細かい所まで頭の中で確認しながら向かいま
した。私は、劇を通じて口腔内に興味を持って
もらえると、劇終了後のブラッシング指導にも
積極的に参加してもらえるのではないかと思っ
ていました。また、楽しかったという印象があ
れば、家庭での会話や歯磨きを好きになるきっ
かけ作りにもなるだろうし、面白かったという
印象があれば、お友達との遊びなどにも繋が
り、歯科に対するマイナスのイメージが変わる
のではないか考えていました。
　始まる前は最後までしっかりできるかと不安
でしたが始まってみると、学校で練習した時に

歯と口の健康週間を終えて（幼稚園班）

第53回生　林根　　凛

は味わえなかった子どもたちの元気な反応を貰
えてとても嬉しく頑張って良かったと思いまし
た。 2 日目以降は、反省することも多かったの
ですが、先生方からのアドバイスや班員で話し
合うことで、回数を重ねるごとにより良いもの
に仕上がっていきました。
　はじめは、知識も経験も乏しい私たちが行う
集団指導の準備は、しんどくて大変で面倒だと
思うこともありましたが、苦戦しながらやっと
の思いで完成させた劇は自分自身を成長させて
くれるものであり、大変貴重な経験となりまし
た。個人として、反省点もたくさんありました
が、これ以上にない達成感がありました。誰か
のために何かを伝えるのは簡単ではなく、それ
を相手に届かせ、心に響くように伝えるために
は、たくさんの知識を持ち、相手のことを理解
することが必要であり、さらに信頼関係を構築
することが重要であることを学びました。
　今後、理想とする歯科衛生士に近づくため、
今回の実習で学んだことを活かし、更に知識や
技術、経験を身につけられるように学校生活を
送りたいです。
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　私は歯と口の健康週間で小学 1 年生の小集団
指導を担当しました。小集団指導の準備は、 1
年生の12月から始まり、半年間かけて対象年齢
に応じた内容の台本作りや、劇で使用する媒体
を作成しました。キャラクターなど、どう工
夫すれば楽しく聞いてくれるか考えながら行
いました。学内で学んできた知識や、今までの
先輩が作成した台本も大変参考になりました。
しかし、児童の気持ちや理解度を考えながら台
本を作成するのはとても難しく、担当教員と何
度も打ち合わせをし、訂正を繰り返しながら完
成させました。その中で私たちのグループは、
台本通りに進めると20分以内に収まりきらない
ことが課題でした。台本を何度も読み合わせて
時間内に収まるように工夫し、学校により児童
の反応が異なることでどのくらい時間がかかる
のか全く読めない中、班員同士で協力し試行錯
誤しながら練習を行いました。実際に小学生の
前に立つと想像以上に緊張し、練習のように上
手くスムーズに行うことができていない日が続
きました。声を張ることはできても、抑揚をつ
けキャラクターになりきり、伝えていくことが
難しく永遠の課題でした。しかし、児童の反応
は劇が始まると予想以上にキャラクターに反応
があり、クイズに対しても元気いっぱいの反応
がありました。そのおかげで、班員全員の緊張
もほぐれリラックスして進められ、時間内に終
わらせることができました。訪問する小学校に
より児童の雰囲気や人数、担任の先生の指導の
仕方が異なり、毎日が新鮮で同じ内容の劇をし
ていても日々改善点が生まれました。私たちに
とっては毎日同じ内容の小集団指導を行います
が、児童にとって歯のお勉強をするのは一回き
りなので、毎日の45分間を大事にしようという

歯と口の健康週間を終えて（小学生班）

第53回生　池田　綾乃

意識が強くなりました。そして私が感じた 1 番
の問題点は、小学校で使用させていただく設備
でした。小学 1 年生の机の高さは想像していた
以上に低く、限られた備品の中での暗幕の設置
はとても大変でした。完璧に劇を行うために、
どの様な環境でも対応できるようにさまざまな
シチュエーションを想定して練習しておくこと
が必要でした。しかし、毎回予想以上の反応が
返ってきて、とても楽しく達成感のある小集団
指導でした。
　今回の小集団指導を終えて、班員とのコミュ
ニケーションや、補助で助けてくれるメンバー
と協力することの大切さを学びました。個々が
より良いものにしたいという気持ちが高かった
ので意識も高まり成長に繋がったと思います。
また臨機応変に行動することの大切さととも
に、児童に指導する難しさも学ぶことができま
した。 1 年生の終わりから 2 年生の 6 月までと
期間だけで見ると長く感じますが、小学生に伝
えることだけを学べると思いきや小学生から教
わることの方が多く、とても有意義な時間を過ご
せました。今回学んだことを今後の臨床実習や自
身の生活に取り入れて活かしていきたいです。
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6 月 1 日から22日まで行われた「歯と口の健
康週間」で、私たち高齢者班は班員 8 名で高齢
者施設に訪問し、人間劇「おむすびころりん、
入れ歯もころりん」を演じました。小集団指導
の準備は 1 年生の 1 月から始まり、まずはじめ
に媒体や台本の作成を行いました。耳だけでな
く目でも楽しめるように媒体は全て大きなもの
で、作成に多くの時間がかかりました。媒体が
完成し劇の練習に取り掛かり始めた後も、高齢
者の方が見えやすいように何度も媒体の修正を
行いました。また、台本は高齢者の方に「入れ
歯の手入れの仕方」「歯の磨き方」「誤嚥性肺
炎について」など大切なことをしっかり伝えら
れるような言葉選びを意識しました。劇の練習
を始めた頃は恥ずかしさから上手く演じること
ができずにいましたが、楽しみに待っていて下
さる高齢者の方々に良い劇を観てもらいたいと
いう思いで練習に励みました。小集団が始まり
課題となったのが、毎回会場の広さや形が変わ
ることです。そのため私たちは事前に細かく確
認し会場によって媒体を動かしたり椅子に登っ
たりどの角度からも劇を楽しんでいただけるよ
う工夫しました。セリフの速さや声の大きさ
トーンについても施設の方にアドバイスをいた
だきながら改善を重ねていきました。劇の途中
では誤嚥性肺炎を予防するお口の体操を行い、
観るだけではなく参加していただくことで、劇
に対する興味を持ってもらえたのではないかと
思いました。またお口の体操時は班員の数名が
高齢者の方々の近くにつき、目の前で口を動か
しながら動きを説明し一緒に音楽に合わせて体
操しました。その際高齢者の方とコミュニケー
ションを少し取ることができ、みなさんが劇を

歯と口の健康週間を終えて（高齢者班）

第53回生　初村　優奈

楽しんで下さっているのを感じることができま
した。劇の終了後には義歯を洗浄させていただ
いたのですが、普段はあまりお手入れをしない
という方が多かったので一人一人に直接お手入
れ方法の指導を行うことができました。新型コ
ロナウイルス感染拡大予防のため義歯の洗浄を
行うのが難しいという施設もありましたが、そ
の分お口の体操の時間を長く取ったりと臨機応
変に対応することができました。普段は高齢者
の方とコミュニケーションを取る機会が少な
かった私たちですが、今回の小集団を経て初日
から最終日までの間に言葉遣いだけでなく、表
情や手振り身振りなどで工夫し一人一人に合った
コミュニケーションの取り方を学びました。ま
た、班員同士のコミュニケーションにおいてはお
互いを思いやり、伝え方を工夫することが大切だ
と学びました。反省会の際は全員がそれぞれ意見
を出し改善すべきところを話し合うことでみんな
が同じモチベーションで取り組むことができまし
た。小集団を通して学んだ相手に合わせたコミュ
ニケーションの取り方や伝え方の工夫を、今後の
臨床実習や学校生活にも繋げていきたいです。
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　私は歯と口の健康週間の行事として 6 月 4 日
に川西市で行われた「歯と口の健康フェア」に
参加させていただきました。
　色々項目がある中でも私がお手伝いさせてい
ただいたのは歯科検診です。歯科検診では歯科
医師による問診、カリエス検査が行われ、検診
の結果によって患者さんにブラッシング法の指
導や歯科医院の受診を勧めるなどでした。ま
た、歯科衛生士さんが行っているチャート記入
もさせてもらいました。チャート記入では歯科
医師が検査した部位を的確に用紙に記入する必
要があります。そのため、先生のスピードに合
わせることや、間違えずに記入することが難し
かったです。問診票の記入では患者さんの目線
に合わせて問診することを心がけました。例え
ば、患者さんの目の前から問診すると緊張して
しまうので斜め前から話しかけ、できるだけ緊
張がほぐれるよう心がけました。また、問診す
る側が笑顔で問いかけていると患者さんも必然
と笑顔になっていたと感じました。
　特に今回の実習で学んだことは、歯科衛生士
さんが行っていた口腔衛生指導です。その中で
もブラッシング指導にはとても力を入れられて
いました。ブラッシング指導は患者さんとコ
ミュニケーションを取りながら信頼関係を築い
た上で患者さんの口腔内を見て適した指導をし
なければならない歯科衛生士にとって大切な業
務の 1 つです。今回は主にスクラビング法、バ
ス法、一歯ずつの縦磨き法を用いて指導をされ
ていました。
　スクラビング法は歯と歯の間をしっかり清掃
することができ、プラークを除去しやすいため子
供から大人の幅広い方に勧められていました。
　バス法は歯周ポケットの中の汚れを掃除でき
ることと、歯肉マッサージ効果があるため歯周

歯と口の健康週間を終えて（イベント）

第53回生　馬本　聖菜

病や歯肉炎でポケットが深いところや出血、腫
れている方のケアとして勧められていました。
　一歯ずつの縦磨き法は歯間部のプラーク除去
の効果が高いため歯列不正のある方、歯間空隙
が大きい方、軽度の歯肉炎がある方に勧められ
ていました。
　学校の授業でどれも習った磨き方でしたが実
際にさまざまな患者さんを前にすると、どの磨
き方を提案すればいいのか分からなく、患者指
導の難しさを感じました。
　今回、見学や体験をさせていただいて、歯科
衛生士さんが患者さんの目線に合わせまずはコ
ミュニケーションをとり信頼関係を築いていく
ことが必要だと感じました。その上で口腔衛生
状態を把握し口腔内を綺麗に保てるよう指導す
ることは、口腔内の健康だけでなく全身の健康
状態にも繋がるということも、患者さんに伝え
なければならないと改めて思いました。患者さ
んに理解してもらうことは難しいですが、少し
でも理解して貰えるよう、分かりやすい説明を
行い、指導する側がきちんと理解しておかなけ
ればなりません。 3 年時の臨床実習では、今回
学んだことを活かすことができるように日々の
勉強を怠らずに取り組んで行きたいです。
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　私は11月 7 ・ 8 日に研修旅行に行きました。
1 日目はディズニーシー、 2 日目は株式会社 
GC の研修会でした。この 2 日間はとても充実
した時間を過ごせました。
　まず 1 日目はディズニーシーに行き、友人た
ちとアトラクションに乗ったりパレードを見た
りしました。ホテルでの点呼までの間が自由行
動だったので、色んなアトラクションに乗った
りパレードを見たりお土産屋に行ったり楽し
かったです。閉園まで遊べたのでとても充実
した一日でした。夜は研修旅行委員で一度集ま
り、次の日のレクリエーションの準備や確認を
しました。

2 日目はまず朝は宿泊していたホテルの
ビュッフェを食べました。メニュー数が多く友
人たちと何を食べようかと悩んだりしながら皆
で食べるご飯は美味しかったです。
　朝食後は GC の研修会に行きました。GC の
研修会ではＡクラスとＢクラスに分かれて、歯
科材料の正しい取り扱いについての話とセメン
ト練和実習をするクラスと、館内見学をするク
ラスに分かれて行いました。
　私はＢクラスだったのでまず館内見学から行
きました。館内見学ではまずチェアーを見に行
きました。GC は歯科材料のイメージがあった
のでチェアーも製造していることを初めて知り
ました。チェアーの椅子はアスリートが使用す
るマットの素材を使用しているので座り心地が
良いと聞きました。またチェアーを起こしたら
スピットンが含嗽しやすい位置に動いて、ライ
トは患者に当たらないように自動に動いたこと
に驚きました。次にセメントを自動で練れる機
械を見ました。これがあったら歯科衛生士が練
和する作業が減ると思いましたが、値段が高く
自費診療でしか使用できないらしく、日本より
海外で人気だそうです。シェイクミックスの気
泡が抜ける所も見ました。 5 分間で固まる間に

2 年次研修旅行を終えて

第53回生　守田　歩未

大きい気泡も全て消えていて綺麗な石膏ができ
ていました。最後に MI ペーストの話を聴きま
した。MI ペーストは歯のコーティングをして
再石灰化をするものだと知りました。私自身歯
が脱灰しているところがあるのでとても興味が
湧きました。
　次に、クラス入れ替えで歯科材料の正しい取
り扱い実習、セメント練和学習を行いました。
話を聞いて驚いたことが、練和紙には材料に
よって種類が色々あることです。普通の紙練板
以外に、セメントに入っている油が染み込まな
いように練和紙にコーティングが施してあるも
のがあり、破れにくいそうです。だからセメン
トに合った練和紙を使用するようにします。そ
してジージーフジ IXGP エクストラを実際に練
和しました。粉を 2 分割にしてから液と混ぜ、
最初は液と粉が混ざるように軽く混ぜてそれか
ら強く混ぜることが大切と教えていただきまし
た。スパチュラはしなりが良いので強く圧をか
けても折れないことも知りました。私はセメン
ト練和が苦手ですが、手順通りに行ったら上手
に練れたので嬉しかったです。
　今回の研修旅行で、友人との思い出ができた
り、GC で色んなことを学べたりしてとても充
実した旅行でした。これからはテストや実習も
あるので頭を切り替えて頑張ります。
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　この度、国際ソロプチミストアメリカ連盟プ
ログラム「夢を生きる女性のための教育訓練
賞」をいただくことができました。このような
名誉ある賞を受けることができ非常に光栄に思
うのとともにサポートしていただいた先生方に
は深く感謝しております。
　この賞は資格を取得する為に大学・短期大
学・専門学校に在学し、人生のさまざまな試練
に遭遇しながらも、新たな人生を切り開こうと
している、経済的な支援が必要な女性を対象に
授与されるものです。この賞のお話をいただい
た時、書類や作文を提出しなければならなかっ
たので自分には無理だとお伝えしました。シン
グルマザーで 3 人の子供がおり、学校に通うこ
と自体が大変だったからです。家事、育事、学
校の時間管理がうまくできず、心配事も多くど
うしても集中力が散漫になってしまうことがあ
りました。ですが先生方が背中を押してくださ
り、前向きに考えることができ、この賞をいた
だけたと思っています。
　入学当時は子育てするのにただ何かの資格が
欲しいという気持ちだけもっていました。しか
し、今は違います。学校で歯や口に関すること
から全身のこと、接遇マナーやコミュニケー
ションのとり方、そして実技の習得など、さま
ざまなことを学び成長していく自分にも気づ

国際ソロプチミスト「夢を生きる女性のための教育訓練賞」をいただいて

第52回生　久代　道子

き立派な歯科衛生士になりたいと強く思うよう
になりました。その中でもとくにコミュニケー
ションの取り方は、子供の目線と高さを合わせ
て話をすることや、Tell.Show.Do 法などを学
び、既に自身の子育てにも生かせることができ
ていますし、なりたい歯科衛生士像に近づけて
いると思い嬉しくなります。また、科目として
の学びだけでなく、日々の学校生活を送る中
で、さまざまな人とコミュニケーションをとる
ことで、自身の人間力も高めてもらっていま
す。子供たちに優しく楽しく指導ができる歯科
衛生士になるということに役立つと思い日々過
ごしています。
　学院でさまざまな場で活躍されている歯科衛
生士の方々のご講義を聴講し、私が入学前に漢
然と考えていた歯科衛生士像よりも、たくさん
の活躍できる場があることを知りました。そし
て医療従事者の一員として、歯科だけの知識で
は無く、医療の進歩に合わせ、最新の情報を取
り入れていく必要性を感じています。学院での
生活も残り僅かとなりましたが、残りの臨地・
臨床実習では、今まで学んできたことを結びつ
け、より深い知識と技術を身につけていきたい
と思います。国家試験対策にも力を入れ、取り
くみ52回生全員が合格できるように励まし合い
ながら頑張りたいと思います。
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3 年生になり、歯周病予防処置のまとめ実習
として「 1 年生指導」を行いました。これは、
私たち 3 年生が入学して間もない 1 年生に対し
て、医療面接、口腔内観察などを行い自ら計画
を立案し実施・指導を行っていくという実習で
した。今までの相互実習は 2 年間共に過ごして
きた同級生と行っていたため会話も行いやす
く、スムーズに実習を進めることができていま
した。しかし今回は、初対面の 1 年生に対して
介入を行うため、上手くコミュニケーションを
取ることができるのか、 1 年生にとって意味の
ある実習にすることができるのか不安な気持ち
がありました。 2 年前、私たちも 3 年生の先輩
に実習を通して指導をしていただきました。当
時のことを振り返ると、まだ何の知識も無い状
態で先輩と実習を行う事に対して不安と緊張で
いっぱいだった事を思い出しました。 1 年生に
とって学びのある実習になるように今持ってい
る知識を最大限に活かそうという思いを持ち、
実習に臨みました。

1 年生指導の実習を行うにあたってとても
役に立ったのが、 2 年生の最後に行った「諸
検査」というまとめ実習でした。この実習でも
自ら計画を立てて施術を行いました。医療面接
や、歯周組織検査を通して患者さんの問題点を
見つけ、その人に合った施術内容を選択してい
く事は難しく、実習帳の作成も大変でしたが、
全ての実習が終わった後はとても達成感を感じ
ました。計画の立案方法や指導内容、目標の設
定など、この諸検査の実習で学んだ事が 1 年生
指導でとても参考になりました。

1 年生指導ではまず、医療面接でのコミュニ
ケーションを通して 1 年生の緊張が和らぐよう
な雰囲気作りを心がけました。質問を行う時
は、開かれた質問を意識し会話が進むようにす

1 年生指導を行って

第52回生　山田　陽菜

ることで初対面でも楽しくコミュニケーション
を取ることができ、充実した時間を過ごすこと
ができました。それから、言葉遣いにも気を付
けました。私たちは 2 年間勉強を積み重ねて当
たり前のように専門用語を使用していますが、
1 年生には理解が難しく誰にでも分かるような
言葉で説明をすることの重要性を学びました。
チャートを用いてフロスの指導を行った際、 1
年生がとても良く理解をしてくれて歯科保健指
導の楽しさを実感しました。さらに 2 回目の検
査では、PCR 値が下がっていたりブラッシン
グにも変化が見られ歯科衛生士の業務のやりが
いを感じることができました。

1 年生指導を通して私が得たものはたくさん
ありました。まずはコミュニケーションの重要
性です。初対面の患者さんには最初の印象がと
ても大切です。患者さんが自分の悩みや考えを
話しやすい環境を作ることが大切だと感じまし
た。それから、歯科衛生士が行う予防業務と、
歯科保健指導のやりがいを実感しました。問診
から指導までを行い、患者さんの問題点が改善
されると自分の自信にも繋がりました。今回の
実習で学んだことを活かし、患者さんと信頼関係
を築いていけるような歯科衛生士を目指します。
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　私は 2 年前の 5 月、兵庫県歯科医師会附属兵
庫歯科衛生士学院に入学して約 1 ヶ月で 3 年生
のクリニカルトレーニングセレモニーに参加し
ました。初めて見るセレモニーで、 3 年生の代
表者が壇上で誓いを読み上げる姿、先輩方全員
の凛とした姿にとても感動しました。当時は自
分が 3 年生になるのはまだまだ先のことだと感
じていました。

2 年生に進級し、 1 年生の時より確実に難し
くなる授業、相互実習、単位修得試験、その
上、国家試験対策ととにかく目まぐるしい日々
を過ごしました。 1 年生では基礎科目がほとん
どだった授業も 2 年生では臨床科目が増え、毎
週、単位修得試験という時期もありました。試
験結果が張り出される度、ドキドキ緊張しなが
ら結果を確認していました。ハードな毎日でし
たが知識、技術ともに少しずつレベルアップし
ていき、歯科衛生士に近づいていることを実感
していました。あっという間に 1 年が過ぎ、無
事 3 年生へと進級し、臨床実習が目前まで迫っ
てきました。臨床実習に向け、改めて気を引き
締めていかなければならないという思いと、こ
のままで乗り越えられるのかという不安を感じ
ました。

5 月16日に行われたクリニカルトレーニング
セレモニーでは新型コロナウイルス感染対策の
ためマスク着用のうえ電池式のキャンドルを使
用し、代表者のみキャンドルの火を灯しまし
た。ナイチンゲール像から灯をいただき、分灯
していく様子を最前列で見て、 3 年生だという
実感が湧きました。私は代表として誓いを読ま
せていただきました。とても緊張しながらの本
番でしたが無事、誓いを読み上げた時に臨床実

クリニカルトレーニングセレモニーを終えて

第52回生　平郡　柚颯

習への覚悟を持つことができました。
3 年生最後の学内実習では 1 年生指導を行い

ましたが、 3 年生と 1 年生の人数に差があり、
2 名で 1 名の対象者を担当するペアもありまし
た。各自が対象者について一生懸命考える実り
ある実習になったと思います。
　新型コロナウイルス感染症による制限も徐々
に緩和されつつある中で臨床実習に行かせてい
ただくことで、間近に患者さんの口腔内を観察
させていただき、アシスタントや実習などたく
さんのことを経験させていただける臨床実習に
なりました。実際に治療を見学させていただく
と授業の内容と繋がっていることを実感するこ
とができ、さらに理解を深めることができたよ
うに思います。
　同じ治療内容でも流れや使用器具が異なり、
戸惑うことも多くありましたが、毎日の実習が
新鮮で貴重な時間だと改めて感じました。残り
の実習でもたくさんのことを吸収できるよう毎
日を大切にし、臨床実習で学んだことを国家試
験に繋げられるように頑張りたいと思います。
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　私は2023年 3 月に尼崎歯科医師会尼崎口腔衛
生センターへ見学臨床実習に行かせていただき
ました。
　尼崎口腔衛生センターでは休日救急歯科診
療・むし歯予防処置・歯周疾患検診・訪問歯科
診療・事業所健診・酸蝕症健診などさまざまな
事業で地域の口腔健康の維持に取り組んでいま
す。その中でも特に障がい者（児）歯科診療に
力を入れており、一般診療所で治療困難な方に
対して歯科治療を行っています。障がいの程度
も幅広く、一般の診療室で治療可能な方から静
脈内鎮静・静脈麻酔下での治療が必要な方まで
さまざまでしたが、その患者さん一人一人に合
わせた対応を行っていました。
　これまで障害者歯科の座学では秒数を数えて
終わる目処を立てることによって安心してもら
うというカウント法や Tell Show Do 法など画
一的な対処法を学びましたが、実際は患者さん
によって有効な対処法はバラバラであり、その
方にあった方法を組み合わせて処置を行ってい
ました。例えば自閉症の患者さんは新しい環境
になるとパニックになるためルーティーンが非
常に大事になります。ある患者さんは治療に
入る前に急に診療室中を逃げ回って何度も受付
と診療室を往来し、最終的に静脈鎮静で治療を
受けていました。初めて見た私は驚いてしまい
ましたが、後から歯科衛生士さんから、その患
者さんは「逃げ出して走り回ってから治療を受
ける」というルーティーンがあり、時間・走る
ルートも決まっているということを教えていた
だきました。
　そのほかにも歯科衛生士さんはそれぞれの患
者さんの特性を理解して対応されており、一人
一人に合わせて声掛けを変えていました。
　また、歯科診療の一環としての歯科衛生士業

臨床実習で学んだこと（センター）

第52回生　小道　由依

務以外の業務の幅広さに圧倒されました。障が
い者の患者さんの口腔衛生状態を維持するため
には、その患者さんに日々ブラッシングをおこ
なう人に歯科衛生指導をおこなう必要がありま
す。通常はキーパーソンが家族のことが多いで
すが、グループホームなどの施設に入所してい
る場合は施設の方になります。私が見学させて
いただいていた時はホームに入所予定の患者さ
んがおられ、キーパーソンを含め環境が大きく
変わることの引継ぎなど、患者さんの背景に合
わせた業務を知ることができ、大変勉強になり
ました。
　今回の実習を通して、まず私自身の病気や障
がいに対する知識不足を実感しました。当然で
すが、運動障害のみで知的障害がない方と知的
障害の方では説明や接し方が全く異なります
が、恥ずかしながら私はそのことも理解できて
いませんでした。歯科衛生士としての技術や知
識を習得することはもちろんですが、患者さん
の障がいについて理解し、何が苦手でどの様に
したら治療を受けてくれるのかを考えながら対
応する必要を感じました。
　また、患者さん一人一人にあった治療計画及
び環境作りのために、患者さんだけでなく付き
添いの方やご家族ともコミュニケーションをと
り患者さんの生活背景や環境を知るための情報
収集も歯科衛生士にとって大事な仕事だと学び
ました。
　今回の実習では一般歯科では見ることができ
ない患者さんに寄り添う姿勢や、障害者歯科の
基礎知識を学ぶことができる大変貴重な経験と
なりました。
　今回吸収したことや感じたことを忘れず、将
来歯科衛生士として臨床の場で活かしていきた
いと思います。
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　私は矯正見学実習で、夙川にある美帆矯正歯
科クリニックに行かせていただきました。院内
はとても綺麗に整理されており、院長の廣瀬先
生だけでなく、歯科衛生士さんや他のスタッフ
の方にもとても優しく教えていただきました。
実習は 2 日間と短く、実習時間は実習先の診療
時間に合わせて実習を行うため、短い時間の中
で矯正歯科の雰囲気を感じ、講義で学んだ知識
を改めて理解し、矯正歯科診療における歯科衛
生士の役割を学ぶため、しっかりと見学させて
いただくことを目標として実習に臨みました。

1 日目の実習では、美帆矯正歯科クリニック
ではどのような矯正治療を行われているのか、
矯正治療の説明内容や、矯正治療で主に使用さ
れている器具などを医院でまとめた資料をいた
だき、それをもとに説明をしていただきまし
た。その後、見学させていただける患者さんが
来られるまで、いただいた資料を読み込み、持
参した教本と照らし合わせて使用する器具をど
んな時に使うのかなど、改めて知識を深めるこ
とができました。診療見学や資料では分からな
い部分の質問をすると、とても丁寧に教えて下
さいました。治療の見学後にはその患者さんに
使用した器具を見せてくださり、器具の形状に
ついても学ぶことができました。
　見学時には術者付近で操作を見学させていた
だけたため、一つ一つの器具の使用方法や実際
にどのように操作を行っているのか、詳しく学
ぶことができました。美帆矯正歯科クリニック
は、効率的に業務を行うためチェック表を使用
されていました。先生が来られるまでの間に、
前回からの変化、今回行うであろう治療内容を
チェック表に記入し、結紮線の除去や歯面研

臨床実習で学んだこと（矯正）

第52回生　青山　澄香

磨を行っておられました。その他、矯正歯科医
院での歯科衛生士の役割が想像よりも遥かに多
く、とても驚きました。
　今回の矯正歯科診療の見学実習をさせていた
だいた事で、講義の際に学んだ器具の使い方や
動かし方、矯正治療の流れを理解し、どのよう
に行っているかのイメージができるようになり
ました。
　矯正歯科診療では治療期間が長期にわたるた
め、患者さんとの信頼関係を築く事が重要にな
ると思いました。患者さんの普段の生活や性格
にも目を向け、細やかな事に気を配ることが大
切だと感じました。医院によって異なる部分も
ありますが、矯正歯科医院では矯正のみを行
い、定期検診や抜歯は他の歯科医院でお願いし
ている医院もあります。患者さんの口腔内の状
況や性格、生活背景を知ることでより密接にな
り、患者さん一人一人に適した指導や提案がで
きるという事が学べ、とても良い実習になりま
した。
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　私は、 7 月の18日間、夙川にある松岡歯科に
実習に行かせていただきました。
　松岡歯科では一般歯科や小児歯科、インプラ
ントなどさまざまな分野の診療をされており子
供から高齢者まで幅広い年齢層の患者さんが来
院されていました。
　松岡歯科では特に礼儀や言葉遣い、マナーな
ど患者さんへの対応を大切にされており、歯科
医院で働くうえでの患者さんへの接し方につい
て学ぶことができました。その中でも特に印象
に残ったのが挨拶です。挨拶といっても状況に
よってさまざまな種類の挨拶があり、お辞儀の
仕方、手の置き場所などその場面に合った挨拶
の仕方を教えていただきました。
　松岡歯科では治療が終わると「お疲れ様でご
ざいました」と待合室まで患者さんを誘導しま
す。その間も患者さんが通りやすいよう動線を
確保し、すれ違う時には全スタッフが足を止め
て挨拶を行います。過去に通っていた医院を思
い出しても、ここまで丁寧な挨拶をされてい
る歯科医院は見たことがなかったので驚きま
した。ですが、挨拶をされるたび患者さんが
笑顔になるのを見て改めて挨拶の大切さを感
じ、手を止めて、目を見て丁寧な挨拶をする
ことで医院全体の雰囲気作りに繋がっている
と感じました。
　挨拶の他にも、患者さんの目元へのタオルの
かけ方や外し方、タイミングなど細かいところ
まで患者さんの立場になって考えられていまし
た。このような些細な配慮によって患者さんが
気持ちよく過ごせる空間を作ることができてお
り、その配慮の積み重ねが患者さんとの信頼関
係を構築することに繋がると感じました。
　丁寧な言葉遣いや対応は患者さんに対してだ

臨床実習で学んだこと（開業医）

第52回生　宮﨑　　涼

けでなく、スタッフ間でも誰に対しても敬語を
使っていたのが印象的でした。また、院内では
「ありがとうございます」という言葉を耳にす
ることが多く、全員が常に思いやりと感謝を
持って過ごしてることが松岡歯科の雰囲気を作
りあげているということがよくわかりました。
　松岡歯科は毎日の患者数が多く、院内にある
5 台のチェアーはほとんどの時間埋まるほど忙
しかったのですが、院長や歯科衛生士の皆さん
が時間をみつけて私たち実習生に丁寧に教えて
くださいました。
　歯科衛生士の方々は分からない部分を聞いて
質問に答えてくださったり、なぜこの患者さん
にこのような指導をしたのか患者さんの現在の
状況を踏まえたうえで教えてくださり、患者さ
んの性格や生活背景を考えながら一人一人に
合った指導を行うことが患者さんとの信頼関係
を築くために大切であるということ、またその
ためには常にアンテナを張って、患者さんとの
なにげない会話からも情報を集めていくことが
大切であることを学ぶことができました。
　院長は毎日時間を取って私たちに講義をして
くださいました。バキュームの方法や印象採
得、歯周組織についてなど歯科衛生士としての
基本はもちろん、患者さんとの信頼関係の築き
方や心理学まで教えていただき楽しく学ぶこと
ができました。
　毎日たくさんのことを学ぶことができあっと
いう間の 1 ヶ月でした。今回の実習では歯科衛
生士という職業の大切さだけでなくやりがいや
楽しさを感じることができました。
　今回の実習で学んだことを忘れず、今後はさ
らに多くの知識を身につけ理想とする歯科衛生
士になれるように頑張りたいと思います。
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　私は 7 月の 1 ヶ月間、赤穂市民病院の口腔外
科で実習をさせていただきました。学内での講
義を受けて、病院では治療内容や患者さんの背
景など、開業医とは違う歯科衛生士の業務があ
ると学んでいたので、初日はとても緊張して伺
いました。私は病院の歯科口腔外科では、難抜
歯や智歯抜歯の治療がメインだと考えており、
事前に座学で学んだ知識の整理を行うために、
抜歯鉗子の種類や滅菌グローブの着脱、縫合の
準備などを復習しました。実際に 1 ヶ月間終え
て分かったこと、学んだことや感じたことは、
開業医院とは違い、病院に紹介されて来院され
る患者さんの背景はとても複雑で、歯科衛生士
として患者さんに寄り添い、どのような支援が
できるのかを考える毎日でした。そして、実習
前に想像していたように開業医院で行われてい
る一般的な歯科治療はほとんど行われず、難抜
歯などの外科的治療や、インプラント治療、入
院患者さんの口腔衛生管理などが主に行われて
いました。
　実習期間中に、抜歯の準備をさせていただく
ことがありました。準備時には、清潔不潔を考
え、清潔な器具を汚染させないように持ち方を
工夫したり、事前に治療内容を電子カルテで調
べ、その治療に必要な器具を使用順に並べたり
しました。私は器具の名前や術式を覚えている
つもりでしたが、実際には理解できていなかっ
たため、治療に用いる器具や必要な薬剤の名前
や用途などを一致させておくことや、確実に術
式を理解しておかなければいけなかったと事前
学習の不足を反省しました。また、相互実習さ
せていただく機会もあり、血圧計とパルスオキ
シメーターの装着方法、その際の声掛けや患者

臨床実習で学んだこと（病院・口腔外科）

第52回生　山下　実来

配慮を教えていただきました。事前に一言、声
掛けをするだけで、急に何も言わずに行うのと
では患者さんにとっては感じ方や治療前の緊張
感が違うということを学びました。抜歯後の注
意事項の説明では、事前に練習した上で患者さ
んに説明を行いましたが、患者さんを前にする
と緊張と自信のなさから大事なところが抜けて
しまいました。今後、臨床で患者さんに説明す
る時に緊張していてはいけないので経験を積み
自信を持つことや慣れることも必要だと感じま
した。
　入院中の口腔衛生管理では、意思疎通が困
難な方や、吸引器を使用しないと誤嚥のリス
クが高い患者さんの口腔衛生管理を行っていま
した。歯科衛生士の実際の対応や手技を見学さ
せていただき、同じ口腔清掃でも、患者さんに
よって目的や方法が異なるため、具体的な口腔
清掃方法や意思疎通が難しい患者さんとのコ
ミュニケーションの取り方などを学ぶことがで
きました。
　オペ室では看護衣ではなくオペ着や靴下も履
き替え、緊張感のもと長時間にわたる外科処置
症例や難抜歯、顎関節症の手術などを見学させ
ていただき、外来の診療室とは違う滅菌レベル
での行動を理解することができました。そし
て、直接介助・間接介助の看護師や麻酔医など
他職種の仕事や連携を見学でき、とても貴重な
経験をさせていただきました。

1 ヶ月間、病院歯科での歯科衛生士業務を学
ぶことができ、自分自身の成長に繋がったと思
います。今後は、この経験を糧にさらなる知識
と技術を身につけ、さまざまな患者さんへ対応
できる歯科衛生士になりたいと思います。
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　夏休みも終わりを迎えた 8 月22日・23日の 2
日間で 1 人 1 回、神戸市消防局の方々から市民
救命士講習 普通救命コースを受講しました。
「救急救命」とは、つまり救急車が来るまでに
するべき行動ということで今回はそれが何かを
学びました。
　講習は、初め応急手当の重要性についての
講義でした。神戸市では「救急車を要請して
から現場に到着する」までに約10分かかるそう
です。そこで命が助かる可能性のグラフを見る
と、心臓と呼吸が止まってから何もせず10分時
間が経過した場合、助かる可能性は僅か 5 %ほ
どだということが見て取れました。それはその
場に居合わせたわれわれの「一次救命処置」が
大変重要であるということを示しています。私
はもし居合わせた場合、 1 分 1 秒を争うため、
即座に行動しようと決めました。そのためには
どのように「一次救命処置」を行うのかを知っ
ておく必要があります。マネキン人形を使い、
「反応・呼吸なし」の急病者を想定した心肺蘇
生法を実施しました。大まかな流れは、①安全
の確認②反応（意識）の確認③救急車の要請・
AED の手配④呼吸の確認⑤胸骨圧迫の実施⑥
人工呼吸⑦AED の装着です。難しかったの
は、やはり⑤の胸骨圧迫です。 1 分間に100～
120回のテンポで連続して30回の圧迫と人工呼
吸とを繰り返すのですが、傷病者の胸が 5 ㎝下
方に圧迫するにはかなりの力と体力が必要で、
強く、速く、絶え間なく圧迫することが重要な
ため、できるならば 2 人以上で交代しながら行
うのが望ましいとも学びました。その際、「あ
と 3 回で交代してください。 3 . 2 . 1 」とカウ
ントを取ることでスムーズに交代できると指導
員よりアドバイスを受け、なるほどと勉強にな
りました。また、テンポはそれよりも遅くなる
と意味がないそうで、思っているよりも速いの
で、注意が必要です。
　次に人工呼吸です。気道の確保は重要で、片
方の手のひらを額に置き、もう一方の手の人差
し指と中指を下顎の先の骨の部分に当て、頭を
後ろにのけぞらせ顎先を持ち上げ気道を確保し

市民救命士講習を受講して

第52回生　中山　愛香

ます。その間に胸骨圧迫は中断していますが、
中断時間が10秒以上にならないように行うた
め、素早く気道確保と人工呼吸を行う必要があ
りました。そして AED による電気ショックの
実施の模擬訓練を行いました。電極パッドの貼
る位置についても詳しく説明していただき、よ
く理解することができました。心臓ペースメー
カー、埋込み式除細動器が埋め込まれている場
合は、盛り上がりから離したところに電極パッ
ドを貼ることや、湿布や汗などの水分で濡れて
いる場合は、タオルなどで拭き取ってから行う
ことなど、傷病者の状況に合わせて適切な処置
をすることが大切だと学びました。この模擬訓
練は、「駅のホームで老人が倒れた場合を想定
する」とテーマを決め行うことで、よりリアル
な状況が想像でき、それに合った行動を心がけ
ました。
　今回学んだ経験から、私は心肺蘇生と AED 
が必要な現場に居合わせた時は、迷わず119
番・AED の手配をし、呼吸がない場合は胸骨
圧迫を素早く開始しようと思いました。また歯
科衛生士として働く上で、患者が歯科治療中に
突然のアレルギー反応や心臓発作などによる心
停止・呼吸困難を起こす場面に立ち会うことも
十分にあり得ると思います。今回の講習は、そ
のような緊急事態において患者の安全を守る役
割を果たせるための第一ステップだったと思い
ます。この学びを忘れないよう、対処できるよ
うになりたいと思います。
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　私は、第32回歯科衛生士国家試験に合格する
事ができました。
　入学してから、たくさんの事を学んできま
した。歯・口腔の事だけではなく全身疾患や
薬剤、血液や神経まで勉強しました。正直、 1
年生の頃は何故この分野まで勉強しなければい
けないのか、と思っていました。 2 年生では各
単元の内容も深まり、歯を磨く事の重要性や指
導方法についても学びました。大人になって生
活習慣を変えることは非常に難しく、自分でも
なかなかできませんが、そこに介入し、患者さ
んへ適切な指導をする事が私たちの仕事です。
患者さんの理解、生活習慣の改善意欲を高めて
もらう為には、より深い知識が必要だと分かり
ました。 3 年生ではいよいよ実践です。臨床実
習先でのある日、同じ疾患の患者さんが 2 人い
て、その 2 人は違った治療法で治療をされてい
ました。その理由としては、全身疾患や薬剤が
関係していました。実務に触れる事で、 1 年生
の頃から歯・口腔以外について学んだ内容が、
このような場面で活きるのだと実感しました。
　全科目の講義と実習が終わり、本格的に国試
対策が始まった12月、模擬試験は合格点に達し
ていませんでした。毎日実習から帰宅し、休む
間もなく実習帳提出の事でいっぱいになり、国
試勉強に手がつかなかったからだと言い聞かせ
ていましたが、自分の実力不足でした。もとも
と勉強は苦手でしたが、ずっと頑張ってきたの
に点数が上がらない悲しさや悔しさ、焦りが出
てきました。そのため、年末からは朝 9 時から
夜の11時まで毎日過去問を解きました。国家試
験は過去問から出ない、過去問だけを勉強して
も合格できないと何度も言われていましたが、

国家試験合格記

第51回生　井町　優花

過去問も解けなかった私は何を勉強したら良い
のだろうと思い、私は過去問を徹底的に勉強す
る事にしました。過去問を解くにあたり、ただ
答え合わせをするのではなく、それぞれの選択
肢の意味を考えるようにしてみました。選択肢
の単語を調べて理解をする事で、初見の問題、
違った表現での問題、応用問題にも対応できる
事が増えていきました。そして 1 冊のノートを
作り、一度勉強した所はすぐ見直せるよう全て
書き込みました。そうする事で調べ直す手間が
省け、自分で理解しながら書いた事なので、ど
んどん記憶に定着していきました。そして国家
試験の 1 ヶ月前、模擬試験で合格点を超える事
ができました。私は書かないと覚える事ができ
ませんが、他の子たちは読みながら覚えていた
り、私と違う参考書を見ている人もいました。
勉強法は人それぞれで、自分の勉強法は合って
いるのか、詰めが甘く、本番に対応できなかっ
たらどうしようという不安で押し潰されそうな
思いでしたが、こんなに頑張って駄目ならもう
仕方ないと思えるようになりました。自分を信じ
て本番に臨み、無事に合格する事ができました。
　この 3 年間、楽しかった事よりも大変だった
事の方が多かったですが、その時はいつも友達
にたくさん支えてもらっていました。そして教
員や家族にいつも温かく見守っていただき、応
援していただいたおかげで今の私があると思っ
ています。一生懸命頑張った事は、自分の自信
と成長へと繋がりました。これからは歯科衛生
士として、この充実した 3 年間を励みに頑張っ
ていきたいと思います。

＜国家試験合格記＞
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　私が歯科衛生士を目指したのは、 0 歳から通
院していた歯科医院で不安にならないように声
をかけ治療や説明をしてくださった歯科衛生士
さんに憧れを持ったのがきっかけです。その
後、高齢者に携わる仕事がしたいと思うように
なり考えた結果、今後利用する方が増えるだろ
う訪問歯科衛生士になると決めました。
　学院で初めて受けた授業では、聞いたことの
ない専門用語で溢れ、何が何だかさっぱり理解
できなかったことを覚えています。慣れない環
境で初めて聞く言葉、授業のスピードに全くつ
いていけなかったため、試験前には友達と放課
後の学校で、わからないところを先生に聞き、
覚えられないところをルーズリーフにまとめ、
繰り返し暗記をして 1 、 2 年の試験を乗り越え
ました。

3 年生になり臨床実習本実習が始まると、実
習帳の記入や医院で出される課題に追われ、国試
勉強をする時間も心の余裕もありませんでした。
　長い臨床実習本実習が終わり、国家試験に向
けて勉強を始めている友達を見て、焦りと不安
があったものの勉強が得意ではなかった私は何
から始めたら良いのか分からないまま冬休みに
入りました。携帯を見れば友達が遊んでいる 
SNS が目に入り、羨ましい気持ちにもなりま
したが、同じように遊んでいては国家試験に合
格できないと思い、まずは携帯を手の届かない
ところに置き、毎日12時間以上勉強机に座り、
過去の国試問題と模擬試験を解き、間違えたと
ころや、理解できていない言葉の意味をルーズ
リーフにまとめました。私は暗記が得意だった
ため、ルーズリーフに書き出し、その意味や用
途などを 1 つずつ覚え、再度問題を解きまし
た。 1 月の模擬試験に向けて合格点が取れるよ
うに取り組んできましたが、思うような結果に

国家試験合格記

第51回生　土居　恋華

繋がりませんでした。周りの友達からは、自己
採点で合格点を取れたという声が聞こえて、不
安になった私は焦って先生に相談し、「夏の麗
人」を使用しながら基礎科目をしっかり固める
ことにしました。覚えられないところはイン
ターネットで検索して語呂合わせを考え、それ
を紙に書き出し覚えられるようにトイレや洗面
台に貼りました。暗記してきたことが模擬試験に
出ることが多くなり、 1 月の 2 回目の模擬試験で
はやっと合格点を超えることができました。
　国家試験はあっという間に本番直前を迎え、
前日宿泊では講師の先生が試験に出るかもと予
想したところを中心に友達と部屋で最終確認を
しました。国家試験会場の席は、今まで一緒に
勉強してきた友達が横に座っていたため、いつ
もの模擬試験感覚で試験を受けることができま
した。試験が始まるまでは手が震え緊張してい
ましたが、試験開始後は試験に集中し、何度も
何度もマークミスや記入漏れがないかを確認し
ました。試験が終わりやっと解放された嬉しさ
と受かっているかという不安がありましたが、
試験翌日、解答速報の自己採点で合格点が取れ
たとわかった時は本当に嬉しかったです。
　国試勉強は人生で 1 番大変でしたが、ずっと
夢だった訪問歯科衛生士として働き始めて 4 ヶ
月が経ち、毎日「ありがとう」と感謝の気持ち
を患者様に言ってもらえ、凄くやりがいのある
仕事に就けたと心から思います。
　これから国家試験を受けられる皆様も今、不
安や焦りで心が折れそうになることがあるかも
しれませんが、自分に合った勉強方法を考え、
受かりたいという強い気持ちを持てば必ず結果
がついてくると思います。最後まで諦めず、合
格を目指して頑張ってください。

＜国家試験合格記＞
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＜活躍中の卒業生＞

　古代中国の五行思想には、人生を色と季節に
なぞらえて、若年期を「青春」、壮年期を「朱
夏」、熟年期を「白秋」、老年期または胎生期を
「玄冬」とする考えがあるそうです。
　学院に入学して 2 年間の修業年限が歯科衛生
士として芽吹く前（胎生期）の「玄冬」とする
なら、その時代は、単に資格を持ちたいという
短絡的な動機で入学したため、学力・実習意欲
とも芳しくなく、この仕事は自分に合わないと
憂鬱な思いで過ごした日々でした。
　けれども卒業後、同期の友人から声をかけら
れて一緒に働いた歯科医院では、尊敬できる歯
科医師やスタッフに恵まれ歯科衛生士としての
やりがいを見出すことができました。毎日が本
当に楽しく、明日になるのが待てないくらいワ
クワクしながら勤務していました。あの頃を意
欲が芽吹いた「青春」だったと想起します。 4
年間そこで勤務して「歯科衛生士の資格を使っ
て、もっと幅広く働きたい」という思いに至り
ました。そこで歯科衛生士養成学校の専任教員
となり、足かけ16年専任教員として勤務しまし
た。この時代は学生の頃より何倍も勉強し、学
生指導などに多くの時間を費やしました。この
時代を意欲盛んな壮年期の「朱夏」とすると、
医療人として学ぶ姿勢や様々な年代の方々と関
わりを通じて精神的に成長する時期となりまし
た。この頃、両親の他界を機に当時の教科書に
は載っていない『口腔ケア』について関心を持
つようになりました。
　今、私は大阪の吹田市にある国立研究開発法
人・国立循環器病研究センターで勤務していま
す。当センターでの業務は主に循環器疾患の患
者の周術期口腔機能管理と重篤な循環器疾患の

歯科衛生士としての春夏秋冬

患者、とりわけ心臓移植待機患者の口腔衛生管
理を実施しています。
　現在、国内の心臓移植待機期間は 4 年以上要
するといわれています。その間、退院できず
に、持続的に強心薬を静脈投与している患者、
ベッド上にて安静状態で体外型補助人工心臓装
置を付けている患者、退院できても多くの生
活制限がある植込型補助人工心臓装置を付けて
いる患者がいます。これらの患者は日々体調の
変化があり、口腔を診るだけでなく、全身状態
を把握し、多職種と連携しながら、口腔衛生管
理をする必要があります。また病棟で終末期の
入院患者の口腔衛生管理も実施します。患者か
ら「君が来るのを待っていたんだ」とか、すべ
ての治療が奏功せず、自ら積極的な治療を断念
した後も「お口は大切だからね。明日も来て
ね。あなたにしてもらうのが一番気持ちいいの
よ。」と胸が熱くなる言葉をいただくこともあ
ります。今まで培った歯科衛生士の知識と経験
が、死に向き合う患者のささやかな支えになっ
ていることに誇りを感じます。
　学院に入学してから現在まで歯科衛生士とし
ての人生が今日に繋がっていると実感します。
今の「白秋」の時期は、歯科衛生士としての収
穫期で『豊穣の秋』です。この後、再び「玄
冬」（老年期）を迎えますが、落葉が土壌を豊
かにし、新たな季節への橋渡しをするように、
次世代の歯科衛生士に引き継げるよう、日々精
進していきたいと思います。

国立研究開発法人
国立循環器病研究センター

第17回生　友田　直美
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＜活躍中の卒業生＞

　私は2021年に兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科
衛生士学院を卒業後、 1 年 2 ヶ月済生会兵庫県
病院の口腔外科での勤務を経て、現在はデュー
ルデンタルジャパン株式会社に勤めています。
　歯科衛生士となって 1 年目は口腔外科でアシ
スタント業務を行っていました。私が専門学校
3 年目の臨床実習はコロナ禍のため見学実習で
実際に患者さんの口腔に触れるのは就職してか
らだったので、日々緊張しながらアシスタント
に就いていました。口腔内の水をバキュームで
吸引するだけでも、挿入位置や吸引しやすい角
度など、患者さんの口腔内によって変わり、な
かなか習得できず苦労しました。習得が遅いな
がらもオペ室でのアシスタントやバイオプシー
検査のオペにつかせていただいたことで、徐々
に自信がつきました。
　私は社会人になってから歯科衛生士になった
ので、今までの社会経験を活かして人に何か伝
えていける仕事に就きたいと考えていました。
学院に講師として来られる歯科衛生士の方々を
通して、歯科衛生士がさまざまな場で活躍され
ていることを知り、企業で働く歯科衛生士に興
味を持ちました。臨床勤務の楽しさも感じられる
ようになってきたところでしたが、ご縁があって
デュールデンタルジャパンに入社しました。
　デュールデンタルジャパンはドイツに本社を
置く会社で、画像製品、サクションやコンプ
レッサーといった機器、ハイジーン製品、デン
タルケア製品があり、私はハイジーン製品とデ
ンタルケア製品を担当しています。
　メーカーで働く歯科衛生士として、デンタル
ショーや歯科医院、企業、歯科衛生士専門学校
などで製品説明やセミナーをさせていただいて

わかりやすい講義・説明を目指して

います。出張で日本全国へ行かせていただける
ことは私の楽しみの 1 つです。卒業校である兵
庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院で講義
をさせていただくこともあり、その度にお世話
になった先生方にお会いできる嬉しさがある
一方、生徒であった私が講師として前に立たせ
ていただく恥ずかしさで特に緊張します。専門
学校では感染対策の講義と、ご使用いただいて
いるデュールの薬液の効果や使い方をご説明し
ています。講義・説明をさせていただくにあた
り、先輩方からドイツでの感染対策の方法を教
えていただいたり、教本を確認して知識を深め
ています。感染対策は大事なことですが、取っ
つきにくく感じられる内容かもしれません。特
に学生の方には臨床での実感が無いために退屈
な話になりがちです。興味を持っていただける
よう、動画や写真を多く入れるようにして視覚
的に伝わるよう心掛けています。伝えたいこと
がありすぎて、講義のスピードが早くなってし
まったこともあります。つい自分が伝えたいこ
とに集中してしまうのですが、誰に対する説明
なのか、聞きたい内容とは何か、どのような資
料ならわかりやすいのかを考える重要性を学
び、試行錯誤しているところです。反省点を活
かし、もっとわかりやすくまた聴きたいと思っ
ていただける講義・説明を目指して、これから
も精進していきます。

デュールデンタルジャパン株式会社

第49回生　善茂砂　絢
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学院の動き

令和 4年度
令和 5年
1月

5 ～13日　一般入試（ 2 次）願書受付
10日　第 6 回業者模擬試験（医歯薬）
13日　日本歯科衛生教育学会第 5 回教

育活動委員会（Web：小村教務
主任）

22日　一般入試（ 2 次）
〃 　伊丹市歯科医師会新年会（浦出

学院長）
23日　一般入試( 3 次)願書受付

（～ 2 / 3 ）
〃 　第 7 回業者模擬試験（医歯薬）

24日　第10回学院運営協議会
27日　日本歯科衛生教育学会教育活動委

員会委員会セッション（Web：小
村教務主任、肥塚教務副主任）

28日　一般入試（ 2 次）合格発表
28～29日　令和 4 年度歯科衛生士の研修指

導者・臨床実地指導者等講習会
（篠原専任教員）

2 月
2 日　第 8 回業者模擬試験（DHS）
7 日　教員会（卒業審議）
12日　一般入試（ 3 次）
18日　一般入試（ 3 次）合格発表
28日　第11回学院運営協議会

3 月
1 ～29日　見学臨床実習

（センター： 2 年生）
〃 　見学臨床実習

（矯正： 2 年生）
4 ～ 5 日　第32回歯科衛生士国家試験引率

(大阪府：小村教務主任、難波
専任教員、清水専任教員)

5 日　第32回歯科衛生士国家試験
9 日　教員会（進級審議）
11日　51回生卒業証書授与式
15日　出張講義：兵庫県立芦屋高等学

校（清水専任教員）
18日　第14回歯科医療人のためのファ

シリテータ養成セミナー（小村
教務主任）

23日　第 9 回オープンキャンパス
24日　第32回歯科衛生士国家試験合格

発表
〃 　日本歯科衛生教育学会第 6 回教

育活動委員会（Web：小村教務
主任）

28日　第12回学院運営協議会
31日　科目講師退任

（竹信俊彦、内橋賢二、榊原晶
子、新庄文明、人見さよ子、佐
伯直哉、駒井　正、川邊睦記）

令和 5年度
令和 5年
4月

1 日　科目講師就任
（山本信祐、筧　康正、山下淳
也、西村貴子、神前圭吾、砂治
国隆、武田大介、大森雄司）

10日　54回生入学式
11～24日　プレ臨床実習（ 2 年生）

16日　第 1 回オープンキャンパス
25日　第 1 回学院運営協議会
28日　学生健康診断

5 月
11日　臨床実習指導歯科衛生士打合せ

会
〃 　科目・臨床実習連絡会

13日　第 2 回オープンキャンパス
16日　クリニカルトレーニングセレモ

ニー
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18日　全国歯科衛生士教育協議会60周年
記念式典・令和 5 年度総会（東
京都：浦出学院長）

23日　第 2 回学院運営協議会
25日　学院全体交流会

6 月
1 ～22日　各地区「歯と口の健康週間行事｣

小集団指導実習（ 2 年生）
1 ～28日　第 1 期臨床実習本実習

　　　（ 3 年生）
3 日　日本歯科衛生教育学会2023年度

第 1 回常任理事会・第 1 回理事
会（Web：小村教務主任）

4 日　歯と口の健康フェア（川西市：
髙橋理事、浦出学院長、肥塚教
務副主任、難波専任教員、清水
専任教員、平野専任教員）

11日　第 3 回オープンキャンパス
13日　第 3 回学院運営協議会
15日　こうべ市歯科センター歯科衛生士

養成機関との連絡会（長田区：角
田専任教員）

7 月
3 ～28日　第 2 期臨床実習本実習

　　　（ 3 年生）
4 日　第 4 回学院運営協議会
5 日　研修旅行（京都方面： 1 年生）
9 日　第 4 回オープンキャンパス
22日　大阪歯科大学兵庫県同窓会会員家

族大会（中央区：清水谷学院長)
25日　第 5 回学院運営協議会
〃 　第 5 回オープンキャンパス

28日　第33回近畿北陸地区歯科衛生士
教育協議会（滋賀県：清水谷学
院長、小村教務主任）

31日　歯科衛生士専任教員講習会Ｉ
（難波専任教員）（～ 8 / 4 ）

8 月
1 日　第 1 回業者模擬試験（DHS）
3 日　第 6 回オープンキャンパス
7 日　子ども食堂打合せ（中央区：小

村教務主任、難波専任教員）
9 日　兵庫県歯科衛生士養成機関専任

教員協議会（西宮市：小村教務
主任、肥塚教務副主任、角田専
任教員、難波専任教員、山下専
任教員、篠原専任教員、清水専
任教員、岩城専任教員、平野専
任教員）

20日　第 7 回オープンキャンパス
21日　DHS 夏期講座
22日　第 6 回学院運営協議会
24日　第 2 回業者模擬試験（医歯薬）
26日　近畿北陸地区歯科医師会会立教

育施設担当者連絡協議会
28日　歯科衛生士専任教員講習会Ⅲ

（肥塚教務副主任）（～ 9 / 1 ）
30～31日　日本歯科衛生教育学会第 2 回教

育活動委員会（小村教務主任）

9 月
1 ～15日　AO 入試（専願・一般）願書受付
1 ～28日　第 3 期臨床実習本実習

（ 3 年生）
5 日　「2023口腔保健のつどい」連絡

協議会（明石市：角田専任教員)
10日　第 8 回オープンキャンパス
26日　第 7 回学院運営協議会

10月
1 日　AO 入試（専願・一般）
〃 　各地区「いい歯の日行事」公衆

衛生活動（ 2 年生）（～11/26）
2 ～13日　推薦入試（ 1 次）願書受付
2 ～20日　指定校推薦入試願書受付
2 ～27日　第 4 期臨床実習本実習
　　　　　（ 3 年生）
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7 日　AO 入試（専願・一般）合格発表
10日　施設実習事前打合せ（長田区：

平野専任教員）
13日　デュールデンタルジャパン50周

年記念イベント「オクトーバー
フェス」（中央区：小村教務主
任)

17日　第 8 回学院運営協議会
〃 　消防訓練

19日　施設実習事前打合せ（垂水区：
平野専任教員）

29日　推薦入試（ 1 次）／指定校推薦
入試

〃 　第12回兵庫県県人会（大阪府：
清水谷学院長）

31日　第 3 回業者模擬試験（医歯薬）

11月
1 日　障害者施設実習（ 3 年生）

（～12/ 5 ）
　〃　高齢者施設実習（ 3 年生）

（～12/ 5 ）
3 日　推薦入試（ 1 次）／指定校推薦

入試合格発表
6 日　ひょうご専門学校フェスタ事前打

合せ（神戸市：角田専任教員、清
水専任教員）

6 ～17日　推薦入試（ 2 次）願書受付
　　　一般入試（ 1 次）願書受付

7 ～ 8 日　研修旅行（東京方面： 2 年生）
14日　日本歯科衛生教育学会第 3 回教

育活動委員会（Web：小村教務
主任）

17日　第 4 回業者模擬試験（医歯薬）
18日　ひょうご専門学校フェスタ

（神戸市：山下専任教員、清水
専任教員、平野専任教員）

25～26日　歯科衛生士専任教員講習会Ⅴ（角
田専任教員）

28日　第 9 回学院運営協議会

28日　日本歯科衛生教育学会2023年度
評議会・会員総会（Web：小村
教務主任）

30日　神戸看護専門学校との学生間交
流打合せ（中央区：小村教務主
任、肥塚教務副主任、難波専任
教員）

12月
1 日　日本歯科衛生教育学会教育活動

委員会（東京都：小村教務主任)
2 ～ 3 日　第14回日本歯科衛生教育学会総

会・学術大会（東京都：小村教
務主任)

3 日　推薦入試（ 2 次）
　　　一般入試（ 1 次）
9 日　推薦入試（ 2 次）合格発表
　　　一般入試（ 1 次）合格発表
19日　第10回学院運営協議会
20日　出張講義：兵庫県立神戸甲北高

等学校（肥塚教務副主任）
21日　第 5 回業者模擬試験（DHS）
〃 　出張講義：姫路市立飾磨高等学

校（岩城専任教員）
24日　With キッズオープンキャンパス
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学院運営協議会記録

令和 4年度
第10回学院運営協議会　令和 5 年 1 月24日（火)

午後 1 時30分
協議事項

1 ．令和 4 年度卒業証書授与式について
2 ．新型コロナウイルス感染症対策について
3 ．その他

第11回学院運営協議会　令和 5 年 2 月28日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 4 年度卒業証書授与式について
2 ．令和 5 年度入学式について
3 ．新型コロナウイルス感染症対策について
4 ．その他

第12回学院運営協議会　令和 5 年 3 月28日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 5 年度入学式について
2 ．令和 5 年度科目講師について
3 ．科目・臨床実習連絡会について
4 ．新型コロナウイルス感染症対策について
5 ．その他

令和 5年度
第1回学院運営協議会　令和 5 年 4 月25日（火)

午後 1 時30分
協議事項

1 ．令和 5 年度臨床実習講師について
2 ．科目・臨床実習連絡会について
3 ．社会人学び直し支援事業について
4 ．クリニカルトレーニングセレモニーにつ

いて
5 ．学院全体交流会について
6 ．学業奨励について
7 ．令和 5 年度指定校推薦について
8 ．その他

第2回学院運営協議会　令和 5 年 5 月23日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．社会人学び直し支援事業について
2 ．指定校推薦入試の見直しについて
3 ．令和 4 年度学院会計収支計算書について
4 ．その他

第3回学院運営協議会　令和 5 年 6 月13日（火)
午後 4 時

協議事項
1 ．リクルート　DM の提案について
2 ．その他

第4回学院運営協議会　令和 5 年 7 月 4 日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．運営協議会の進行について
2 ．兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学

院運営協議会の機構について
3 ．令和 5 年度年間行事予定について
4 ．その他

第5回学院運営協議会　令和 5 年 7 月25日（火)
午後 3 時30分

協議事項
1 ．近畿北陸地区歯科医師会会立教育施設担

当者連絡協議会について
2 ．2024年度入試審査基準について
3 ．その他

第6回学院運営協議会　令和 5 年 8 月22日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．近畿北陸地区歯科医師会会立教育施設担

当者連絡協議会について
2 ．指定校推薦について
3 ．その他
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第7回学院運営協議会　令和 5 年 9 月26日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 6 年度事業計画について
2 ．その他

第8回学院運営協議会　令和 5 年10月17日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 7 年入学者入学試験日程について
2 ．令和 6 年度オープンキャンパス日程につ

いて
3 ．令和 6 年度歯科材料取扱業者について
4 ．令和 6 年度事業計画について
5 ．令和 6 年度学生募集対策について
6 ．その他

第9回学院運営協議会　令和 5 年11月28日（火)
午後 1 時30分

協議事項
1 ．令和 7 年入学者入学試験日程について
2 ．令和 6 年度オープンキャンパス日程につ

いて
3 ．令和 6 年度学生募集対策について
4 ．その他

第10回学院運営協議会　令和 5 年12月19日（火)
午後 3 時30分

協議事項
1 ．令和 7 年入学者入学試験日程について
2 ．令和 6 年度学生募集対策について
3 ．令和 6 年度予算について
4 ．令和 6 年度歯科材料取扱業者について
5 ．令和 6 年度行事予定について
6 ．その他
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兵庫県下郡市区歯科医師会

兵庫歯科衛生士学院の
皆さんの活躍を
期待しています

兵庫歯科衛生士学院の
皆さんの活躍を
期待しています
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番号 郡市区名 ホームページアドレス 会員数 医療機関数
1 東灘区歯科医師会 https://www.kobe418.jp/higashinada/ 157 123
2 灘区歯科医師会 http://www.nadashi.net/ 103 84
3 中央区歯科医師会 https://chuoku8020.jp/ 167 129
4 兵庫区歯科医師会 https://hyogoku-dental.jp/ 67 54
5 長田区歯科医師会 https://nda-kobe.com/ 75 56
6 須磨区歯科医師会 https://www.kobe418.jp/suma/ 84 70
7 垂水区歯科医師会 https://www.th-jp.com/ 108 88
8 北区歯科医師会 https://www.kitadental.jp/ 101 85
9 西区歯科医師会 http://www.kobe249shikaishikai.com/ 90 78
10 尼崎市歯科医師会 http://www.ada.or.jp/ 237 189
11 西宮市歯科医師会 https://www.ndajp.com/ 272 217
12 伊丹市歯科医師会 https://www.itamident.jp/ 113 88
13 川西市歯科医師会 http://www.kda8020.com/ 80 59
14 三田市歯科医師会 https://sanda-dental-association.org/ 47 41
15 宝塚市歯科医師会 https://tda8020.jp/ 128 103
16 芦屋市歯科医師会 https://ashiyadental.or.jp/ 70 57
17 明石市歯科医師会 https://www.ada135.or.jp/ 162 128
18 三木市歯科医師会 https://mikishi-shikaishikai.com/ 43 35
19 小野加東歯科医師会 41 35
20 西脇市・多可郡歯科医師会 31 24
21 加西市歯科医師会 26 15
22 播磨歯科医師会 https://harimadent.jp/ 182 157
23 姫路市歯科医師会 https://www.himedent.org/wp/ 320 254
24 神崎郡歯科医師会 19 17
25 揖龍歯科医師会 http://8020da.com/ 48 40
26 宍粟市歯科医師会 16 12
27 相生・赤穂市郡歯科医師会 http://www.a3da.jp/ 46 40
28 佐用郡歯科医師会 10 4
29 丹波篠山市歯科医師会 https://tanbasasayama-dental.com/ 18 15
30 丹波市歯科医師会 https://tanbadental.com/ 34 29
31 南但歯科医師会 26 21
32 豊岡市歯科医師会 http://www.hda-toyooka.jp/ 33 26
33 美方郡歯科医師会 http://mikatagun8020.web.fc2.com/ 15 14
34 洲本市歯科医師会 27 20
35 淡路市歯科医師会 32 24
36 南あわじ市歯科医師会 26 23
37 無所属 7 0
合計 3061 2454

ぜひ一度ご覧下さい　兵庫県歯科医師会 ホームページ　https://www.hda.or.jp/
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あ と が き

　この一年も大きな出来事が国内外で起こりま
した。
　日本では、新型コロナウイルス感染症が 2 類
から 5 類へと引き下げられ、日常の生活が戻り
つつある中、いまだに続くロシアによるウクラ
イナ侵攻、そして新たにイスラムとパレスチナ
間の問題、平和な日本にいる者にとっては報道で
しか知るすべがないところですが、実際は想像も
つかないことが起こっているであろうと思う。
　そして、気持ちも新たに新年を迎えました
が、悪夢を思い出す能登半島地震に羽田空港で
の旅客機接触事故が発生し、本当に気が重いス
タートとなりました。
　国内ではプロ野球の“A.R.E”をはじめとす
るスポーツ界が色々と明るい話題で盛り上げて
くれ、極めつけは何と言っても MLB における
日本選手二人の移籍である。
　一方、県下の歯科界においては、歯科衛生士
学科が新設されました。言い換えれば必要不可

欠な分野の証でもある。AI による歯科衛生士
の展望では、まだまだ有望で期待の持てる職業
であると予測されている。
　18歳人口が減少する中、どう対応していくか
が大きな課題であり、社会人からのスキルアッ
プや離職者のための支援が重要であると思われ
る。長年離職していても、専門性の高い国家資
格なので、歯科治療以外の現場から必要とされ
る社会になりつつある。特に「予防」の中の
「口腔ケア」の重要性がますます増えると考え
られ、今後の皆様方の協力なくしては、この長
寿社会を支えていけないので、より一層のご尽
力をお願いしたいところです。
　最後になりましたが、投稿いただきました皆
様にお礼申し上げます。 （赤松　正広）

編集委員長　　赤松　正広
編 集 委 員　　荻田　雄紀　　岩城万希子

平野　直子　　大風　裕美

「ベゴニア」

　加西フラワーセンターの水槽に浮かぶ色とりどりのベゴニア。

　緩やかな水の流れに乗り仲良く浮かぶ様は平和そのもの。

　ベゴニアの花言葉は「幸福な日々」「親切」「愛の告白」などです。

澤田　　隆

表紙写真説明

＊　　　　　＊　　　　　＊
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